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明
代
ド
カ
ム
の
リ
ン
ツ
ア
ン
王
族
史
考
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詮
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『
明
賓
録
』
チ
ベ
ッ
ト
史
料
研
究
(
一)
|
|
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ιょJ
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史

思
辛
三ロ

尾
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リ
ン
ツ
ア
ン
の
位
置
付
け
と
そ
の
筒
史

「
西
番
三
遁
宣
慰
司
」
と

「『
oι
Z
H
口
7
0

一r
Z
間
的

E
d
」

元
代
に
お
け
る
リ
ン
Y
7
ン
の
ポ
ン
チ
エ
ン

明
朝
が
リ
ン
ツ
ア
ン
を
賛
善
王
に
封
じ
た
理
由

『明
貧
銭
』
に
載
る
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
と
そ
の
他
の
リ
ン
ツ
ア

ン
支
族
の
事
鎖

論
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序

明
朝
初
期
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
有
名
な
「
八
大
教
王
」
が
封
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
賓
際
に
は
大
賓
、
大
来
、
大
慈
の
三
法
王
と
、
間
化、

間
数
、
輔
致
、
賛
善
、
護
殺
の
五
数
王
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
賛
善
と
護
敬
二
数
王
は
元
々
は
ド
カ
ム

(ヨロ
D
rr
曲
目
的
、
現
在
の
カ
ム
同

E
目
的
)
に

躍
す
る
が
、
そ
の
他
の
六
王
は
全
て
ウ
・
ツ
ア
ン

(ι
回

5
四
月
包
括
、
西
洋
人
の
言
う
の
2
5
]
ゴ
宮
円
で
あ
り
、
お
よ
そ
現
在
の
西
蔵
自
治
匿
に
相
嘗
す



る
)
に
由
来
す
る
。
こ
の
八
法
王
・
敬
王
の
封
賞
及
び
彼
ら
と
明
朝
と
の
交
流
史
が
、
明
代
中
古
紙
関
係
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
も
っ

こ
と
は
一言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
で
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
者
に
よ
り
相
嘗
に
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
象
者
佐
藤
長
氏
の
大
作
「
明
朝

(
2
)
 

冊
立
の
八
大
数
王
に
つ
い
て
」
は
、
『
明
貫
録
』
に
み
え
る
チ
ベ

ッ
ト
関
係
史
料
と
、
嘗
時
知
る
こ
と
の
出
来
た
幾
つ
か
の
チ

ベ
ッ
ト
語
史
書

中
の
う
ち
関
連
す
る
記
載
を
比
較
検
討
し
、
八
大
数
王
の
歴
史
を
基
本
的
に
解
明
し
た
も
の
で
、
明
代
中
戴
関
係
史
を
研
究
す
る
上
で
は
基
本

的
論
文
で
あ
る
。

そ
の
後
、

チ
ベ
ッ
ト
語
新
史
料
の
接
見
に
よ
り
、

八
大
数
王
の
研
究
も
含
め
て
明
代
中
古
紙
関
係
史
の
研
究
は
進
歩
し
た
。
例
え
ば
リ
ン
ツ
ア

ン
の
賛
善
王
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
の
撃
者

E
・
ス
パ

l
リ
ン
ク
開

ω宮
ユ
5
m
氏
の
「
明
の
成
租
と
リ
ン
ツ
ア
ン
、
ゴ

(

3

)

(

4
)
 

ン
ジ
ヨ
の
僧
官
」
と
チ
ベ
ッ
ト
人
撃
者
夕
、
ン
・
ツ
ェ
リ
ン

4
8
E
叶

Mgロ
ぬ
氏
の
「
カ
ム
地
方
リ
ン
ツ
ア
ン
王
園
史
初
探
」
と
い
う
こ
論
文
が

世
に
出
た
。
前
者
は
、

『明
史
』
に
見
え
る
賛
善
王
と
護
敬
王
の
略
俸
を
翻
誇
し
、
永
築
期

『明
賓
録
』
中
の
賛
善
、
護
敬
二
王
と
明
朝
廷
の
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交
流
に
闘
す
る
記
載
、
更
に
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
大
賓
法
王
カ
ル
マ
パ
の
惇
記
に
見
え
る
史
賓
を
結
び
付
け
、
リ
ン
ツ
ア
ン
、
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
二

王
と
明
朝
廷
の
関
係
は
主
に
明
成
租
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
彼
ら
が
封
じ
ら
れ
た
の
は
賓
は
大
賓
法
王
カ
ル
マ
パ
の
推
薦
に
か
か
る

こ
と
、
成
組
が
彼
ら
を
王
に
封
じ
た
目
的
は
た
だ
彼
ら
を
し
て
ウ
・
ツ
ア
ン
と
カ
ム
聞
の
霧
姑
を
再
建
さ
せ
て
中
戴
廃
路
を
滞
り
な
く
通
じ
さ

せ
、
か
つ
ま
た
貢
馬
を
定
期
的
に
さ
せ
る
所
に
の
み
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

後
者
は
各
種
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
中
に
散
見
さ
れ
る
リ
ン
ツ
ア
ン
王
に
つ
い
て
の
零
細
な
記
述
を
集
め
、
大
凡
の
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史

を
描
き
出
し
た
。
こ
の
研
究
は
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
部
は
リ
ン
ツ
ア
ン
王
の
祖
先
と
ゲ
サ
ル
王
の
関
係
を
検
討
し
、

一

部
で
は
サ
キ
ャ
と
パ
ク
モ
ド
ウ
パ
政
権
時
に
お
け
る
リ
ン
ツ
ア
ン
を
顧
み
、
三
部
で
は
種
々
の
チ
ベ

ッ
ト
語
史
料
の
記
述
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、

歴
代
の
リ
ン
ツ
ア
ン
園
師
賛
善
王
を
年
代
順
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
チ
ベ

ッ
ト
語
史
料
に
見
え
る
リ
ン
ツ
ア
ン
関
係
の
記
述
は
極
め
て
ば
ら

ば
ら
で
あ
っ
て
系
統
的
な
リ
ン
ツ
ア
ン
の
歴
史
を
整
理
す
る
に
は
と
て
も
足
り
ず
、
よ
っ
て
多
く
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。
い
つ
の

661 

日
か
、
歴
代
サ
キ
ャ
王
と
ポ
ン
チ
エ
ン

(身

g
s
g
「
長
官
」
)、

歴
代
ネ
ド
ウ

ン
王

F
F
E
E
m
)、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
ガ
ン
デ
ン
ボ
タ
ン

(ιの
矢



解
決
す
る
こ
と
を
、

一
品
印
国
司

F
o
g
s悶
)、
歴
代
モ
ン
ゴ
ル
、
満
洲
皇
帝
の
出
し
た
詔
令
中
に
見
え
る
リ
ン
ツ
ア
ン
関
係
の
詳
細
な
史
料
に
よ
り
未
解
決
の
疑
問
黙
を

{
5
)
 

タ
シ
・
ツ
ェ
リ
ン
氏
は
希
望
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
現
存
す
る
明
代
チ
ベ

ッ
ト
関
係
棺
案
に
は
言
及
し
て
い
な

662 

し、
。

貰
は
、
明
朝
、
リ
ン
ツ
ア
ン
開
で
や
り
取
り
さ
れ
た
漢
語
、

(
6
)
 

て
い
る
。
こ
の
他
、
『
明
{
貫
録
』
に
も
正
統
六
年
、

チ
ベ
ッ
ト
語
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
詔
令
文
書
が
、
少
な
く
と
も
四
通
既
に
知
ら
れ

一
O
年
の
霊
戴
賛
善
王
晴
葛
監
裁
と
班
丹
監
祭
へ
の
勅
論
が
篤
し
取
ら
れ
て
い
る
。
『
明
賓

録
』
中
に
は
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
と
そ
の
他
リ
ン
ツ
ア
ン
出
身
の
借
と
土
宮
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
明
初
の
洪
武
朝
よ
り
明
末
天
啓
年
聞
に
至

る
ま
で
見
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
捜
索
し
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
違
い
な
く
タ
シ

・
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
研
究
に
お
け
る
鉄
を
補
う
事
が
出
来
、

ま
た
我
々
の
リ
ン
ツ
ア
ン
史
に
針
す
る
理
解
も
豊
富
に
し
得
る
の
で
あ
る
。
拙
稿
が
意
園
す
る
の
は
す
な
わ
ち
、
『
明
貫
録
』
中
の
リ
ン
ツ
ア

ン
関
係
史
料
を
出
来
る
だ
け
見
つ
け
出
し
て
、

夕
、
ン
・
ツ
エ
リ
ン
氏
が
論
文
中
に
て
言
及
し
た
チ
ベ

ッ
ト
語
史
料
と
比
較
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
チ
ベ

ッ
ト
語
史
料
の
み
に
よ
っ
て
は
解
決
し
得
な
い
若
干
の
疑
問
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
元
来
不
完
全
で
あ
る
漢
、

チ
ベ
ッ
ト
語
史
料

- 78ー

に
偏
り
擦
っ
た
こ
と
に
よ
り
元
明
爾
代
の
リ
ン
ツ
ア
ン
史
に
お
い
て
生
じ
た
幾
つ
か
の
誤
解
を
訂
正
す
る
こ
と
で
あ
る
。

リ
ン
ツ
ア
ン
の
位
置
付
け
と
そ
の
簡
史

リ
ン
ツ
ア
ン

(
2
5
m
z
g
m
)
の
名
は
、
元
代
の
漢
文
史
料
に
は
み
え
ず
、
明
代
に
は
霊
裁
、
清
代
に
は
霊
恵
、
或
い
は
林
恵
と
音
誇
さ
れ

(
7
)
 

る。

「明
史
』
に
は
、
「
其
地
は
四
川
徴
外
に
在
り
、
烏
思
薮
に
覗
べ
近
し
と
鴬
す
」
と
あ
る
。
賓
際
、
そ
の
地
は
ま
さ
に
元
代
に
お
け
る
ド
カ

つ
ま
り
今
の
四
川
デ
ル
ゲ
(
帥
宮
身
。
徳
格
)
の
デ
ン
コ
ク

(
d
s
z
o
m

ム
の
「

E
麻
」
(
デ
ン
マ
ロ

2

2
)、

こ
の
ゆ
え
、

都
科
、
登
科
)
地
域
に
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
中
に
も
其
の
地
を
稀
し
て

「
デ
ル
ゲ
の
リ
ン
ツ
ア
ン
」
(
明
り
巾

ι問。

.4
-
5開
zrgm)
、
或
い
は
「
デ
ン
マ
の
リ
ン
(
8
)
 

γ
ァ
ン
」

(
5
2
住
吉
開
)
と
す
る
。
リ
ン
ツ
ア
ン
の
地
は
ド
カ
ム
六
両
の
一
つ
「
セ
ル
モ
ガ
ン
」
白
色
白

0.Z問
自
問
)
の
内
に
あ
る
と
も
云
う
。

「
セ
ル
モ
ガ
ン
」
は
ま
た
「
ド
ゥ
ザ

・
セ
ル
モ
ガ
ン
」
(
国
E
己
S
N色
自
口
調
自
伺
)
と
も
言
、
つ
が
、
「
ド
ウ
」
は
「
ド
ゥ
川
」

(
d
z
n
E
)
の
略
、



す
な
わ
ち
漢
人
の
言
う
金
沙
江
で
あ
り
、
「
ザ
」
は
「
ザ
川
」

(己

g
n
E
)
を
指
し
、
す
な
わ
ち
ヤ
ル
ン
・
ツ
ア

ン
ポ
の
上
流
で
あ
る
。
ゆ
え

に
「
セ
ル
モ
ガ
ン
」
は
ま
さ
に
金
沙
江
上
流
と
ヤ
ル
ン
・
ツ
ア
ン
ポ
上
流
の
聞
の
贋
大
な
地
域
を
さ
し
、
青
海
の
玉
樹
、
四
川
の
甘
孜
・
新

龍
・
石
渠
・
徳
格
・
白
玉
等
の
地
を
包
括
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
清
代
林
恵
土
司
が
管
轄
し
た
地
は
徳
格
の
北
、
蒙
葛
結
の
南
、
部
科
の
西

に
位
置
し
、
現
在
の
徳
格
懸
の
俄
草
に
治
し
て
い
た
。
『
郵
科
際
誌
略
』
の
説
明
で
は
、
霊
恵
は
そ
の
地
域
の
三
大
土
司
の
一
つ
で
東
の
方
に

朗
吉
領
、

あ
っ
て
、
首
懸
の
道
路
の
う
ち
東
路
は
、
勝
治
所
の
金
沙
江
東
山
洛
寄
村
を
出
て
「
東
南
の
か
た
行
き
て
布
達
投
土
山
を
越
え
、
四
十
里
に
て

四
十
里
に
て
霊
恵
に
至
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
元
、
明
の
開
リ
ン

ツ
ア
ン

の
一
族
が
管
轄
す
る
範
囲
の
庚
さ
は
こ
れ
に
止
ま
ら
な

か
っ
た
は
ず
で
、
リ
ン
ツ
ア
ン
は
青
海
、

カ
ム
、

チ
ベ
ッ
ト
間
古
代
交
通
の
要
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

リ
ン
ツ
ア
ン
の
歴
史
の
う
ち
分
か
っ
て
い
る
所
は
大
凡
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
H
元
|
サ
キ
ャ
時
代
、

リ
ン
ツ
ア
ン
の
香
借
が
ド

メ

l
の
ポ
ン
チ
ェ
ン

(B
O
o
g
邑
身
o
ロ
n
Zロ
)
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
明
、
水
築
五
年
(
一
四
O
七
)
成
組
に
よ
り
瀧
頂
園
師
・
賛
善
王

-79 -

に
封
じ
ら
れ
、
そ
れ
以
来
明
末
に
至
る
ま
で
リ
ン
ツ
ア
ン
の
一
族
は
王
競
を
世
襲
し
、
朝
貢
は
絶
え
な
か
っ
た
。
清
代
に
は
四
川
布
政
司
所
属

の
大
土
司
の
中
に
林
恵
安
撫
使
司
の
名
が
あ
り
、
正
式
に
は
「
四
川
建
昌
遁
打
箭
櫨
霊
恵
按
撫
司
」
と
稽
し
て
い
た
。
清
末
宣
統
元
年
(
一
九

O
九
)
徳
格
が
平
定
さ
れ
る
と
、
部
科
、
高
日
、
春
科
、
霊
恵
の
四
土
司
の
地
は
合
併
さ
れ
部
科
府
が
置
か
れ
、
民
園
元
年
(
一
九
二
一
)
に
な

っ
て
郵
科
鮮
に
改
め
ら
れ
た
。
首
時
、
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
は
僅
か
に
白
利
土
司
管
轄
下
の
一
土
百
戸
で
し
か
な
く
、
宣
統
二
年
(
一
九一

O
)

五
月
白
利
、
東
科
、
偵
倭
土
司
と
共
に
改
土
時
流
を
申
請
し
て
お
り
、
「
宣
統
三
年
(
一
九

二

)
春
、
民
政
部
改
流
を
奏
准
し
、
各
省
土
司
杏

行
し
緋
理
す
。
夏
五
月
、
暑
川
督
趣
爾
豊
、
代
理
遺
務
大
臣
俸
嵩
妹
に
曾
同
し
、
撤
し
て
霊
恵
土
司
を
し
て
印
を
徹
し
て
改
流
し
、
地
を
持
て

郵
科
府
に
蹄
併
せ

L
M
V」
と
あ
る
。
林
恵
土
司
は
、
「
改
め
て
把
線
世
襲
と
鴬
し
、
毎
月
俸
緑
六
雨
、
一
年
共
に
七
十
二
雨
、
均
し
く
糧
税
の

項
下
に
由
り
年
を
按
じ
て
笹
縦
一
し
て
い
た
。
か
つ
て
改
土
蹄
流
の
事
務
に
直
接
参
輿
し
た
傍
嵩
妹
(
一
八
六
九
|
一
九
二
九
)
は
そ
の
書
『
西

康
建
省
記
』
中
の
一
節
「
霊
恵
改
流
記
」
に
お
い
て
、
「
霊
恵
土
司
、
徳
格
彊
域
の
中
に
在
り
、
人
民
数
百
戸
、
地
僅
か
数
村
の
み
」
と
述
べ

663 

る
。
霊
恵
土
司
注
青
登
曾
曲
甲

(ι
宮口
m
B百四

g
gロ
4
N
H
ロ
n
F
O
印
有
苫
]
)
は
そ
の
改
土
蹄
流
を
申
請
す
る
呈
文
中
に
お
い
て
自
ら
、
「
小
的
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官
泰
三
座
、

一
名
人
嶋
、

一
名
穀
四
、

一
名
松
鳴
を
現
有
し
、
小
的

八
喝
、
穀
四
爾
秦
を
勝
っ
て
呈
徹
し
公
に
蹄
す
る
を
願
う
も
、
惟
だ
松

喝
一
泰
及
び
祖
粒
納
仲
家
具
は
原
有
せ
る
地
格
撤
翁
斯
東
室
等
地
方
と
、
懇
恩
す
ら
く
、
小
的
に
賞
興
し
て
耕
居
納
糧
せ
し
め
、
以
て
過
活
を

資
け
ん
こ
と
を
」
と
稽
す
る
。
彼
の
願
い
は
清
政
府
の
批
准
を
得
た
。

リ
ン
ツ
ア
ン
が
元
明
期
の
繁
栄
か
ら
清
代
の
浸
落
へ
と
向
か
う
、
そ
の
紋
況
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
す
る
一
方
と
一
言
う
べ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
原

因
に
つ
い
て
は
更
な
る
究
明
が
必
要
で
あ
る
。
明
代
に
チ
ベ
ッ
ト
で
賓
施
さ
れ
た
「
多
封
衆
建
」
政
策
が
、
リ
ン
ツ
ア
ン

一
族
の
内
部
分
裂
、

勢
力
の
減
退
を
導
い
た
重
要
な
原
因
で
あ
る
の
は
疑
い
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
し
か
し
そ
の
土
地
、
勢
力
が
絶
え
聞
な
く
失
わ

れ
た
の
は
、

デ
ル
ゲ
土
司
等
強
豪
な
近
隣
の
勃
興
と
無
関
係
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
元
来
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
に
属
し
て
い
た
朗
吉
嶺
四
村
を
デ

ル
ゲ
土
司
の
家
廟
、
八
邦
寺
が
占
領
し
て
連
年
の
兵
事
を
引
き
起
こ
し
、
最
終
的
に
お
上
に
判
断
を
仰
ぎ
、
漢
官
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
出
来
事
が
、
清
末
西
康
の
「
改
土
蹄
流
」
の
責
任
者
超
爾
豊
に
よ
っ
て
か
な
り
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
八
邦
寺
は
デ
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ル
ゲ
土
司
と
結
託
し
、
デ
ル
ゲ
土
司
一
族
の
血
筋
で
あ
っ
た
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
の
租
母
を
煽
し
て
誼
文
を
書
か
せ
、
遂
に
は
目
的
の
朗
吉
嶺
四

(
国
)

村
占
領
を
果
た
し
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
リ
ン
ツ
ア
ン
が
何
故
に
か
く
の
如
く
衰
退
し
た
の
か
を
解
稼
す
る
絶
好
の
誼
例
と
言
え

ょ
う
。
先
遮
の
通
り
郡
科
豚
内
の
遁
路
は
、
そ
の
東
路
は
朗
士
口
嶺
か
ら
霊
恵
に
い
た
る
ま
で
四

O
里
で
あ
り
、
リ
ン
ツ
ア
ン
は
こ
の
時
だ
け
で
、

庚
い
土
地
を
失
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
品
回
国
然
な
が
ら
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
は
す
で
に
清
末
に
は
重
要
な
地
方
勢
力
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

-p-守，-
乎
J
J
I
'

い
わ
ゆ
る
リ
ン
ツ
ア
ン
王

(
2
5
m
g
E口
問
『
四
百

J
0
4
2
5開
聞
で
お
苫

-3)、
ま
た
は
リ
ン
ツ
ア
ン
園
師
法
王

(
2
5
m
[円
各
自
問
]
叫

m
c
N
F
S
g

同
開
苫
]
)
は
、
ド
カ
ム
地
方
に
て
長
い
歴
史
を
有
す
る
地
方
土
司
と
し
て
、
依
然
「
帳
幕
は
林
立
し
、
牛
羊
は
群
れ
を
成
し
-
て
い
た
。
部
科
牒

に
は
官
話
小
撃
が
三
箇
所
あ
り
、
そ
の
内
の
一
箇
所
は
ま
さ
に
リ
ン
ツ
ア
ン
に
あ
る
。
リ
ン
ツ
ア
ン
の
ニ
ン
マ
汲
(
紅
敬
)
寺
院
で
あ
る
塞
木

(
凶
)

寺
は
、
ま
た
嘗
豚
最
大
の
寺
院
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
二
五

O
人
絵
り
の
借
が
い
た
の
で
あ
る
。



「
西
番
三
遁
宣
慰
司
」
と
「
げ
え

S
H
O
E
-
5
2刷印ロ目」

リ
ン
ツ
ア
ン
の
歴
史
は
明
朝
が
封
じ
た
湛
頂
園
師
・
賛
善
王
に
よ
っ
て
最
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
リ
ン
ツ
ア
ン
王
、
あ
る
い
は

(
初
)

リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
の
立
身
は
賓
は
モ
ン
コ
ル
H

元
時
代
に
始
ま
る
。
元
代
の
漢
文
文
献
中
に
は
直
接
リ
ン
ツ
ア
ン
の
こ
と
に
言
及
し
た
も
の
は

お
し
な
べ
て
無
く
、

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
中
に
も
ま
た
リ
ン
ツ
ア
ン
に
つ
い
て
は
婁
々
た
る
記
述
が
幾
つ
か
あ
る
の
み
な
の
だ
が
、
し
か
し
こ
の

僅
か
な
情
報
か
ら
リ
ン

ツ
ア
ン
の
昔
日
の
輝
め
き
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
く
、
な
ぜ
リ
ン
ツ
ア
ン
が
結
局
明
朝
廷
に
よ
っ
て
敬
王
に
封

じ
ら
れ
た
か
、
そ
の
原
因
が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
に
お
い
て
、

リ
ン
ツ
ア
ン
に
言
及
す
る
う
ち
最
も
鍵
と
な
る
一
文
は
、

一
五
世
紀
末
に
成
っ
た
有
名
な
史
書

『漢
戴
史

集
」
入
JhH
守
口
、
浦
町

Hhbsm
に
見
え
る
。
同
書
の
サ
キ
ヤ
振
の
歴
史
に
関
す
る
章
に
お
い
て
ウ
・
ツ
ア
ン
の
ポ
ン
チ
エ
ン

(ιωg
空
包
括

εoロ

口
『
巾
口
)
二
七
人
の
名
を
詳
し
く
列
島
倍
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
作
者
は
次
の
よ
う
に
附
記
す
る
。
「
そ
の

門
二
七
の
ポ
ン
チ
エ

ン
】
は
ラ
マ
の
法

- 81一

旨
と
皇
帝
の
詔
令
に
従
い
、
【
政
・
数
の
】
爾
方
を
護
っ
て
、
園
土
を
安
寧
に
し
、
数
法
を
盛
ん
に
す
る
。
そ
れ
と
関
連
す
る
の
は
、
ド
カ
ム

(
幻
)

ド
メ

l
の
リ
ン
ツ
ア

ン
で
、
各
遁
(
口

r
o
F
Z)
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ポ
ン
チ
エ
ン
が
い
る
」
。
夕
、
ン

・
ツ
ェ
リ
ン
氏
は
こ
の
史
料
に

の
ゴ
ン
ジ
ョ
、

言
及
は
す
る
が
、
特
に
詳
し
い
説
明
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
元
代
に
お
け
る
リ
ン
ツ
ア
ン
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
な
り

得
る
、
最
も
重
要
な
手
が
か
り
な
の
で
あ
る
。

こ
の
く
だ
り
を
理
解
す
る
鍵
は
「
nFo--与
と
と
は
何
か
、

ポ
ン
チ
エ
ン
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
此
れ
に
つ
い
て
、

我
々
は
ま
た
先
の

『漢
裁
史
集
』
の
説
明
か
ら
着
手
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
ポ
ン
チ
エ

ン
と
い
う
の
は
、

チ
ベ

ッ
ト
人
が
ラ
マ
の

メ
l
、

モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
が
濯
頂
を
受
け
た
時
、
供
養
と
し
て
ラ
マ
に
献
上
し
た
ド
カ
ム
、
ド

(U
)
 

ウ
・
ツ
ア
ン
等
の
地
に
針
し
、
名
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
」
。
こ
こ
で
い
う
ラ
マ
と
は
、

元
朝
第
一
位
帝
師
の
パ
ク
パ
を
指
し
、

モ
ン
ゴ

近
侍
に
付
け
た
特
別
な
名
稽
で
、
与
O

ご
ら
白
と
は
、

665 

ル
皇
帝
は
世
租
ク
ビ
ラ
イ
を
指
す
。
パ
ク
パ
帝
師
は
か
つ
て
三
度
ク
ピ
ラ
イ
皇
帝
及
び
皇
后
、
王
子
等
に
サ
キ
ヤ
汲
の
密
法
と
喜
金
剛
三
績
の
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大
濯
頂
を
授
け
、
ま
た
ク
ビ
ラ
イ
汗
も
ウ
・
ツ
ア
ン
の
一
三
蔦
戸
、
チ
ベ
ッ
ト
三
岳
o
ご
岳
山
等
供
養
を
次
々
賜
っ
て
報
い
た
と
惇
え
ら
れ
て

(
幻
)

い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
三
島

o
F
Z
の
境
域
は
、
『
漢
裁
史
集
』
に
ま
た
明
確
に
境
界
分
け
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ユ
ル
、

カ
リ
、

グ
ン
タ
ン
よ
り
以
下
【
東
】
、

ソ
ク
ラ
キ
ヤ
ボ
よ
り
以
上

【
西
】
は
、
【
ウ
・

ツ
ア
ン
】
正
法
の
与

o-
r
Z
で
あ
る
。

ソ
ク
ラ
キ
ヤ
ボ
よ
り
以
下
、
黄
河
河
曲
よ
り
以
上
は

【
ド
カ
ム
】

卒
民
の
与

o-
r
Z
で
あ
る
。
黄
河
河
曲
よ
り
以
下
、
中
園
の
白
塔
よ

り
以
上
は
、

【
ド
メ
l
】
馬
の
与

oご円
E
で
あ
る
。
人
、
馬
、
法
の
三

【
与

o
-
Z
L
の
朝
貢
は
例
に
倣
っ
て
行
い
、
各
々
の
口

Fo
--岳
山

(μ
)
 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
ポ
ン
チ
ェ
ン
が
い
て
、
皇
上
施
主
と
一
硝
田
雨
方
が
協
議
し
て
任
命
す
る
。

こ
れ
以
降
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
で
は
チ
ベ
ッ
ト
三
岳

o
-
Z白
の
説
明
が
か
な
り
流
行
し
、
人
々
は
す
で
に
与

o-55τ
一
般
的
な
地
理
軍
位
の

名
稽
と
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
本
来
の
意
義
に
注
意
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
惇
統
的
な
地
理
直
分
に
よ
る
と
、

チ
ベ

ッ
ト
は
通
常
ガ
リ
三
域
(
ヨ

zm白w
コ
:ro円伺印己目)、
ウ
・
ツ
ア
ン
四
ル

(ι

∞5
m
g
g
m
z
g
r
F
)
、
ド
カ
ム
六
山
岡
(
ヨ
ロ

orr即
日
∞
∞
官
ロ
四

ι円区間)
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に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
チ
ベ

y
ト
三

与

o-rZ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
口
「

o-rE
と
は
ま
さ
に
チ
ベ
ツ

ト
国
有
の
地
理
概
念
で
は
な
く
、

モ
ン
ゴ
ル
H

元
時
代
に
導
入
さ
れ
た
新
た
な
名
稀
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
元
朝
期
の

モ
ン
ゴ
ル
語
に
お
け
る
こ
の
語
の
本
来
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、

チ
ベ
ッ
ト
三
岳

o
-
E釦
の
賓
際
の
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
一
助

と
な
ろ
う
。

賓
際
の
所
、
早
く
も
七

O
鈴
年
前
に
ペ
リ
オ
匂
司
巾

-
Z
2
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
、

チ
ベ

y
ト
語
の
与

o
-
r
Z
と
は
す
な
わ
ち
モ

ン
ゴ
ル
語
の
借
用
語
で
、
そ
の
原
語
は
印
己
主
で
あ
る
、
そ
し
て

g
k
μ
と
は
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
中
で
は
ま
さ
し
く
漢
字
の
「
路
」
の
釣
誇
で

あ
る
、
そ
し
て
こ
の
語
は
「
路
」
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
ロ

ro--内
Z
と
い
う
綴
り
に
て
チ
ベ
ッ
ト
語
に
移
植
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う

〔
お
)

こ
と
で
あ
る
。
ペ
リ
オ
の
こ
の
解
緯
は
間
違
い
な
く
正
確
だ
が
、
し
か
し
も
し
チ
ベ
ッ
ト
三
岳

o
-
r
Z
を
そ
の
ま
ま
「
土
番
三
路
」
と
解
調
停

す
る
の
は
、
誤
解
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
元
代
に
は
「
土
番
三
路
」
と
い
う
行
政
直
董
は
特
に
設
立
さ
れ
て
い
な
い
し
、
烏
思
裁
納
里
速
古
魯

孫
等
三
路
宣
慰
使
司
都
元
帥
府
の
う
ち
の
三
路
が
指
す
の
は
烏
思
(
ウ
)
、
裁
(
ツ
ァ
ン
)
、
納
里
速
古
魯
孫
(
ガ
リ
三
域
)
の
三
路
で
あ
っ
て
、



チ
ベ
ッ
ト
三
島
o
-
r
Z
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
そ
れ
は
た
だ
チ
ベ
ッ
ト
三
岳
O
H
r
r曲
中
に
お
け
る
ウ
・
ツ
ア
ン
、

つ
ま
り
法
の

oro--会同

で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
チ
ベ
ッ
ト
三
岳
oこ
会
臼
の
地
理
直
分
と
釣
照
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
チ
ベ
ッ
ト
三
岳
O
]
r
Z
の
直
分
と
、
元
代
に
お
い
て
チ
ベ

ッ
ト

に
設
け
ら
れ
た
吐
蕃
等
慮
宣
慰
使
司
都
元
帥
府

(
H
采
思
麻
宣
慰
司
)
、
吐
蕃
等
路
宣
慰
使
司
都
元
帥
府

(
H
采
甘
思
宣
慰
司
)
、
烏
思
戴
納
里
速

古
魯
孫
等
三
路
宣
慰
使
司
都
元
帥
府

(
H
烏
思
戴
宣
慰
司
)
と
が
同
一
で
あ
る
と
み
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
元
代
に
漢
語
文
献
中
に
も
「
烏
思

(
お

)

(

幻

)

戴
、
采
甘
思
、
乃
木
思
麻
三
路
」
と
い
う
表
現
が
現
れ
る
と
は
い
え
、
よ
り
正
確
な
表
現
は
「
西
番
三
這
宣
慰
司
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
元
代

の
宣
慰
使
司
は
第
一
級
の
地
方
組
織
な
の
で
、
行
政
直
董
上
で
も
ま
た
「
遁
」
と
稽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
回
O仏

S
H
O
V
o
-
r
z

(
お
)

伺
臼
ロ
自
の
最
も
正
確
な
諜
は
「
西
番
三
遁
宣
慰
司
」
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
中
の

口
F
o
-
r
z、

中
の
「
西
番
三
遁
宣
慰
司
」
関
係
の
記
述
を
封
照
す
る
と
、

円

-ugnyg
に
関
す
る
記
述
と
漢
文
資
料

チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
言
う
与
o
-
r
g
が
賓
際
に
は
宣
慰
司
を
指
し
て
お
り
、
そ

(
鈎
)

し
て
い
わ
ゆ
る
会
oロ
ロ宮
ロ
が
ま
さ
し
く
宣
慰
司
の
長
官
で
あ
る
宣
慰
使
都
元
帥
を
指
す
、
と
確
定
す
る
の
は
難
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

元
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
管
理
行
政
機
構
を
み
る
と
、
中
央
に
お
け
る
第
一
は
宣
政
院
で
あ
り
、

- 83-

秩
従
一
品
、
緯
数
信
徒
及
び
吐
蕃
の
境
を
掌
り
之
を
隷
治
す
。
遇
ま
吐
蕃
事
有
れ
ば
、
則
ち
分
院
を
鴛
り
往
銀
せ
し
め
、
亦
た
別
に
印
を

有
す
。
大
征
伐
の
知
く
は
、
則
ち
植
府
を
曾
し
て
議
す
。
其
の
人
を
用
い
る
は
則
ち
自
ら
選
を
矯
す
。
其
の
選
を
矯
す
は
則
ち
軍
民
通
じ

て
掃
し
、
信
俗
並
び
に
用
、
っ
。

(
鈎
)

の
で
あ

っ
た
。
名
義
上
宣
政
院
は
帝
師
に
統
率
さ
れ
て
い
た
が
、
賓
際
の
権
力
は
院
使
の
手
中
に
握
ら
れ
て
い
た
。
元
人
自
身
の
説
明
に
よ
れ

(;f 

園
家
直
字
を
混
一
す
る
も
、
而
も
西
域
の
地
尤
も
贋
く
、
其
の
土
風
は
惇
勤
に
し
て
、
民
俗
は
武
を
倫
び
、
法
制
禁
ず
能
わ
ざ
る
者
有
り
。

惟
だ
悌
に
事
う
る
に
謹
篤
り
、

E
つ
其
の
数
え
に
依
る
の
み
。
故
を
以
っ
て
河
よ
り
以
西
直
ち
に
土
蕃
西
天
佐
一諸
国
邑
に
抵
る
ま
で
、
其

667 

の
軍
放
、
選
格
、
刑
賞
、
金
谷
の
司
は
、
悉
く
宣
政
院
の
属
に
隷
す
る
は
、
遺
睡
を
控
制
し
、
畿
旬
を
扉
翰
す
る
所
以
也
。
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と
い
う
。
宣
政
院
の
下
に
は
吐
蕃
等
慮

【
采
思
廠
】
、
吐
蕃
等
路

【
染
甘
思
】
と
鳥
思
裁
納
里
速
古
魯
孫
等
三
路
宣
慰
使
司
が
分
設
さ
れ
、
大

チ
ベ

ッ
ト
地
匿
金
躍
を
管
理
し
て
い
た
。
元
朝
の
制
度
に
よ
る
と
、
「
宣
慰
司
、
軍
民
の
務
を
掌
り
、
遁
を
分
け
以
て
郡
豚
を
線
べ
、
行
省
に

(
日
記

)

政
令
有
れ
ば
則
ち
下
に
布
し
、
郡
豚
に
請
有
れ
ば
則
ち
矯
に
省
に
達
す
よ
と
あ
る
。
そ
れ
は
中
央
政
府
が
謹
境
地
直
に
お
い
て
設
立
し
た
特

別
行
政
地
直
な
の
で
あ
る
。
元
代
チ
ベ

ッ
ト
の
采
思
航
、
乃
木
甘
思
、
烏
思
戴
等
三
つ
の
宣
慰
使
司
は
行
省
に
隷
属
せ
ず
、
直
接
に
宣
政
院
の
管

轄
に
属
し
た
。
チ
ベ

ッ
ト
人
自
身
の
説
明
に
よ
る
と
、
官
一
政
院
管
轄
の
一
二
宣
慰
司
の
地
は
一
行
省
に
不
足
す
る
と
い
っ
て
も
、
帝
師
が
居
ら
れ

る
備
法
が
盛
ん
な
土
地
で
あ
る
の
で
大
凡

一
つ
の
行
省
に
相
嘗
し
、
行
省
一
つ
と
し
て
鍛
え
て
、

【
全
部
で
】
十

一
で
あ
る
と
い
う
。
西
番
三

宣
慰
司
の
奏
請
は
宣
政
院
よ
り
皇
帝
の
前
に
縛
呈
さ
れ
、
朝
廷
の
チ
ベ
ッ
ト
に
封
す
る
詔
令
は
宣
政
院
を
通
し
て
各
宣
慰
司
に
下
達
さ
れ
執
行

五
員
を
設
け
、
属
下
は
軍
民
高
戸
府
、
線
官
府
、
招
討
使
司
、
軍
民
安
撫
使
司
が

あ
る
。
た
と
え
ば
烏
思
裁
納
里
速
古
魯
孫
等
三
路
宣
慰
使
司
都
元
帥
府
に
あ
る
属
下
の
主
な
機
関
は
、
有
名
な
烏
思
歳
二
二
高
戸
で
あ
る
。

さ
れ
る
。
宣
慰
使
司
都
元
帥
府
は
秩
従
二
品
、
官
一慰
使
四
、

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
チ
ベ
ッ
ト
三
円

Fo-
-島
田
が
ま
さ
に
漢
文
文
献
中
の
西
香
三
遁
宣
慰
司
に
あ
た
る
の
を
確
定
で
き
た
と
は
い
え
、
チ
ベ

ッ
ト
語
歴
史
文
献
の
記
載
が
完
全
と
は
い
い
が
た
く
、
な
お
い
ま
だ
多
く
の
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
。
漢
語
文
献
の
記
述
に
依
る
と
、
西
番
各

(
お
)

宣
慰
司
の
宣
慰
使
は
そ
れ
ぞ
れ
四
、
五
名
を
有
す
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
に
は
各

nro-
rZ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
ポ
ン
チ
エ
ン
が
い
る
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の
ポ
ン
チ
ェ
ン
と
な
っ
た
ト
ン
ツ
ル
グ
叶
O
ロ
m
g
E
C
は
そ
の
位
に
あ
っ
た
と
き
に
は
吐
蕃

(
お
)

宣
慰
使

・
都
元
帥
の
ウ
イ
グ
ル
人
葉
仙
蕪
の
下
に
い
た
よ
う
だ
。
尤
も
困
惑
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
「
漢
毅
史
集
』
に
既
に
「
ド
ト
ェ

の
み
と
述
べ
る
。
賓
際
、

hr
カ
ム

[ゴ
ン
ジ
ヨ
]

(ヨロ
o

え

oe
の
ゴ
ン
ジ
ョ
、
ド
メ

l
の
リ
ン
ツ
ア
ン
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
円

Fo-
-
内

Z
が
あ
り
、
各

nFo
--ハ
Z
に
一
人
の
ポ
ン
チ
エ
ン
が
い
る
。
」
と
あ

る
こ
と
で
、
再
び
嘗
書
の
遮
べ
る
チ
ベ

ッ
ト
三
岳

o-FE
地
理
匿
分
を
見
る
と
、
ド
メ
!
と
ド
カ
ム
の
雨
与

o
-
r
Z
の
境
は
黄
河
河
曲
に
な

っ
て
お
り
、
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
二
地
は
ド
カ
ム
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
漢
語
文
献
に
も
ま
た

「突
甘
思
日
一
麻
」
と
あ
る
の
で
、
リ
ン

ツ
ア
ン
は
ド
カ
ム
の
地
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
『
元
史
』
百
官
志
に
は
西
番
三
遁
宣
慰
司
の
治
所
は
い
ず
れ
も
明
確
に
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
般
に
河
州
(
今
の
甘
繍
臨
夏
)
を
も
っ
て
采
恩
麻
宣
慰
司
の
治
所
、

サ
キ
ャ
を
烏
思
薮
宣
慰
司
の
治
所
と
す
る
が
、
乃
木
甘
思
宣
慰
司
の
治
所



(
幻
)

は
詳
し
く
は
分
か
ら
ず
、
或
い
は
デ
ン
マ
を
治
所
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
明
の
太
租
洪
武
年
聞
に
は
、
ま
ず
西
安
行
都
指
揮
使
司
を
河
州
に
設

け
て
河
州
、
采
甘
、
烏
思
戴
の
三
衡
を
統
轄
し
、
後
に
再
び
染
甘
、
烏
思
戴
衡
を
昇
し
て
行
都
指
揮
使
司
に
し
て
い
る
。
治
所
を
河
州
に
設
け

た
西
安
行
都
指
揮
衡
使
司
の
職
掌
は
お
よ
そ
元
代
の
采
思
麻
宣
慰
司
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
元
代
染
思
廠
宣
慰
司
の
治
所
も
ま
た
河
州
に
あ
っ

た
と
確
定
す
る
こ
と
は
遁
理
で
あ
る
。
共
に
ド
カ
ム
の
地
に
あ
り
、
且
つ
そ
れ
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
な
い
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
が
、
か
つ

て
そ
れ
ぞ
れ
が
ド
メ
!
と
ド
カ
ム
の
二
宣
慰
司
の
治
所
で
あ
っ
た
と
は
想
像
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
可
能
性
の
あ
る
解
稗
と
し
て
は
、

リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
は
ド
カ
ム
地
方
の
二
貴
族
と
し
て
、
パ
ク
パ
帝
師
の
親
し
い
信
用
と
推
奉
を
受
け
て
そ
れ
ぞ
れ
ド
メ
!
と
ド
カ
ム
の

宣
慰
司
の
長
官
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
、
後
人
が
こ
れ
を
よ
く
考
え
ず
に
「
ド
カ
ム
の
ゴ
ン
ジ
ョ
、
ド
メ

l
の
リ
ン
ツ
ア
ン
は
各
々
の
遁
(
ロ

Z-

喜
印
)
に
そ
の
ポ
ン
チ
ェ
ン
が
い
た
」
と
言
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

西
番
三
遁
宣
慰
司
の
治
所
を
確
定
す
る
の
に
は
、

『
漢
戴
史
集
』

中
の
一
記
遮
が
、
あ
る
い
は
新
た
な
契
機
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
同
書
に
は
、

ク
ビ
ラ
イ
汗
が
大
臣
答
失
蟹
を
チ
ベ
ッ
ト
に
汲
遣
し
騨
傍
組
織
を
建
て
さ
せ
た
こ
と
を
記
し
た
一
節
が
あ
り
、

- 85一

ダ

l
シ
ユ
マ
ン
(
答
失
墜
)
は
、
必
要
な
ラ
マ
の
法
旨
と
皇
上
の
詔
詰
を
賜
り
、
多
く
の
侍
従
を
率
い
、
往
来
に
必
要
な
物
品
及
び
大
小

の
内
庫
よ
り
得
た
、

チ
ベ
ッ
ト
の
信
、
俗
、
長
老
、
権
力
者
に
奥
え
る
素
晴
ら
し
い
品
物
を
持
っ
て
西
へ
向
か
い
、
ま
ず
は
後
惇
正
法
の

震
鮮
地
で
あ
る
ド
メ

l
地
方
の
デ
ン
テ
ィ
ク
水
晶
悌
殿

(
5
2
Z
M
Z
-
司
ニ
Z
5
2
m
)
に
達
し
、
そ
し
て
順
に
ド
カ
ム
地
方
の
ツ
ォ
ム

ド
サ
ム
ド
ウ
プ
寺
(
悶
叶
臼
O

目

ι
o
z
g
H
d
z『
)

ツ
ア
ン
地
方
の
具
吉
鮮
サ
キ
ヤ
等
の
地
に
行
っ
て
民
衆
を
集
め
、
な
す
べ
き
通
り
に
賞

を
分
配
し
、
詔
を
宣
讃
し
た
。

(
お
)

と
あ
る
。
こ
こ
に
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
三
寺
院
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
が
西
番
三
遁
宣
慰
司
の
治
所
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
元
代
の

チ
ベ
ッ
ト
は
多
く
が
政
数
合
一
で
あ
り
、
あ
る
い
は
一
地
方
の
貴
族
と
一
宗
振
が
提
携
し
、
あ
る
い
は
一
つ
の
家
族
内
で
二
校
に
分
か
れ
、
政
、

数
を
分
掌
し
て
い
る
。
地
方
自
治
の
色
合
い
を
濃
厚
に
も
つ
西
番
三
遁
宣
慰
司
が
三
寺
院
そ
れ
ぞ
れ
を
も

っ
て
そ
の
治
所
と
し
た
と
い
う
の
は
、
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這
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
サ
キ
ヤ
が
烏
思
菰
宣
慰
司
の
治
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

サ
キ
ヤ
は
元
来
帝
師
パ
ク
パ
が
領
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す
る
サ
キ
ヤ
振
の
本
嫁
地
で
あ
り
、

サ
キ
ヤ
ポ
ン
チ
エ
ン
は
ま
た
ウ
・
ツ
ア
ン
ポ
ン
チ
ェ
ン
と
も
稀
し
、
初
代
サ
キ
ヤ
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
る
シ

ャ
l
キ
ャ
サ
ン
ポ

(
ω
r
〆
芝
ω
『

Ngm
司
O
)

が
烏
恩
戴
納
里
速
古
魯
孫
等
三
路
軍
民
蔦
戸
府
に
封
じ
ら
れ
て
、
以
降
多
く
の
歴
代
ポ
ン
チ
エ
ン
は

宣
慰
使

・
都
元
帥
の
格
競
を
受
け
て
お
り
、
烏
思
戴
納
里
速
古
魯
孫
の
行
政
の
中
心
は
明
ら
か
に
ま
さ
し
く
サ
キ
ャ
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
デ

ン
テ
イ
ク
寺
は
、
現
在
の
青
海
省
化
隆
回
族
自
治
豚
内
の
循
化
蘇
城
、
黄
河
の
北
岸
約
一

O
M絵
に
あ
る
小
積
石
山
に
あ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
後
傍

(

刊
日

)

悌
教
の
瑳
祥
地
で
各
宗
汲
の
徒
あ
こ
が
れ
の
聖
地
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
中
圏
内
地
に
朝
貢
す
る
信
の
多
く
が
こ
の
寺
に
赴
き
参
拝
し
た
。

(
的
)

「
秦
遁
紀
略
」
に
は
「
河
州
東
は
臨
挑
の
傍
有
り
、
北
は
蘭

・
荘
の
親
有
り
、
南
は
挑
州
の
塞
有
り
、
西
は
西
寧
の
環
有
り
」
と
あ
り
、
明

ら
か
に
デ
ン
テ
ィ
ク
寺
は
河
州
内
に
あ
る
の
で
、
大
凡
元
の
染
思
麻
宣
慰
司
の
治
所
は
河
州
で
あ
る
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
が
、
よ
り
正
確
な

地
黙
は
お
そ
ら
く
デ
ン
テ
ィ
ク
寺
で
あ
ろ
う
。
ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
寺
を
元
の
采
甘
思
宣
慰
司
の
治
所
と
推
測
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ま

た
多
く
の
誼
擦
が
あ
る
。
「
漢
戴
史
集
』
に
は
幾
度
も
ド
カ
ム
の
ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
寺
に
言
及
さ
れ
て
い
て
、
前
述
し
た
ダ

l
シ
ユ
マ
ン

新
寺

5
0
0
5
3
M
門口
o『
ιo
間
ロ
印
刷
句
史
)
を
通
り

一
日
で
大
近
侍
ト

ン
ツ
ル

2
3
雪
印

:
r
g
宮
口
S
S
E
-
)
を
は
じ
め
と
す
る
人
々

(
引
)

が
献
じ
る
大
賀
経
典
一
千
五
百
巻
及
び
土
地
、
寺
院
、
属
民
、
財
賓
な
ど
大
量
の
供
物
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
書
の
ナ
ム
ギ
エ
ル

- 86-

が
チ
ベ

ッ
ト
に
使
い
し
て
そ
こ
で
競
令
し
分
賞
し
た
以
外
、
ま
た
パ
ク
パ
が
火
龍
の
年
に
漠
地
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
に
戻
る
時
ド
カ
ム
の
ツ
ォ
プ
ド

リ
ン
パ
の
歴
史
(
同
Z
S
円
四
百
]
包
百
四
宮
ご
O

H
間
三
印
)
に
関
す
る
章
で
は
、
ま
た
か
つ
て
チ
ユ
ミ
ク

お

E
E
開
)
高
戸
や
サ
キ
ヤ
内
臣
を
任
じ

た
大
近
侍
ゴ
ン
ポ
キ
ヤ
プ

(
Z
苫

mロ
g
n
r
g
吉
田

0
2
3
M
Z白
宮
)
の
子
で
あ
る
ド
ン
ド
ゥ
プ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
(
り

0口
問

E
r
a
3
-
5
Z
Eロ
)
は

帝
姉
ク
ン
ガ
|
ロ
ド
ゥ

l

(
公
豆
町
羅
古
羅
恩
吉
国
企
白
-
E

O

間同
O
帥
)
に
追
随
し
、
還
に
は
ド
カ
ム
第
二
の
大
寺
ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
の
大
近

侍
(
間
口

g
g
E
H
官

m
g
g
E
Z
S
四円

5
Z
H
ロヨ

m
z
:
F
3
3
)
と
な
り
、
印
を
持
し
事
務
を
執
っ
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ツ
ォ
ム

ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
寺
は
第
二
の
大
寺
と
稽
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
寺
が
サ
キ
ャ
寺
以
外
で
サ
キ
ャ
汲
に
属
す
る
う
ち
の
第
二
の
大
寺
と

い
う
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
書
に
は
パ
ク
パ
の
甥
ダ
ル
マ
パ

l
ラ
ラ
ク
シ
タ

(g
aミ
丘
各

2
3
0
Z
5
8巳
民
共
同
広
島
)
が
か

(ω)
 

っ
て
ド
カ
ム
に
て
七
年
開
住
持
な
さ
り

(
d
H
ω
Z
E
E
-
o
E
E
E
ι
s
e、
ま
た
ド
カ
ム
に
て
圃
殺
し
た
と
記
す
。
こ
の
間
彼
が
住
持
し
て
い



た
寺
と
は
、
恐
ら
く
ま
さ
に
サ
キ
ャ
第
二
の
大
寺
ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
な
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て

ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
の
大
近
侍
に
任
じ
た

(
制
)

ナ
ム
ギ
エ
ル
リ
ン
パ
一
族
の
開
租
ド
ン
ド
ゥ
プ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
も
ま
た
宣
慰
司
の
大
長
官

3
3
4
5
.H
E
身

g
n
r
3
3
)
と
稽
さ
れ
、
こ
れ

ら
種
々
の
情
報
に
よ
り
、

ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
寺
は
お
そ
ら
く
采
甘
思
宣
慰
司
の
行
政
の
中
心
で
あ
り
、
来
甘
思
宣
慰
司
の
治
所
で
あ
っ
た

の
だ
と
い
う
推
測
に
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
推
測
は
ま
た

『明
賓
録
」
の
記
載
に
て
支
え
得
る
の
で
あ
り
、

「明
賓
録
」
太
組
洪
武
七
年

七
月
己
卯
僚
に
は
、
「
采
甘
烏
恩
義
信
杏
力
麻
八
刺
及
び
故
元
帝
師
八
思
巴
の
後
公
寄
監
戴
卜
使
を
遣
わ
し
て
来
朝
し
師
競
を
請
う
に
、
詔
し

て
苔
力
麻
八
刺
を
以
っ
て
濯
頂
園
師
と
矯
し
、
玉
印
海
獣
紐
を
賜
い
、
後
多
桑
古
魯
寺
に
居
せ
し
め
、
護
持
十
五
這
を
給
す
。
」
と
あ
る
。
明

初
の
ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
寺
は
や
は
り
ド
カ
ム
に
お
け
る
重
要
地
貼
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
寺
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

L
-
ぺ
テ

ツ
ク

F

MU
2刊
の
V

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ア
ム
ド
南
部
に
位
置
し
、

つ
ま
り
マ
ル
カ
ム

宏
之
R
E
ω
目
的)

の
ツ
ォ
ム
ド
で
あ

っ
て
、
ま
た

叶
凶
O
回
目
仏
0
、

叶
印

O
B
日仏
o
m
E
ω
官
民
と
も
稽
し
、
黄
河
の
下
流
右
岸
、
東
経
百
一
度
三

O
分
、
北
緯
三
二
度
三

O
分
の
所
に
あ
り
、
こ
れ
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は
有
名
な
ガ
ル
ト
ク

(印
O
R
手
O

四
)
を
中
心
と
す
る
マ
ル
カ
ム
と
同
一
地
方
で
は
な
く
、
そ
こ
は
前
者
よ
り
南
に
二
度
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

(
M
W
)
 

る
、
と
い
う
。
ツ
ォ
ム
ド
サ
ム
ド
ゥ
プ
寺
は
ゴ

ン
ジ

ヨ
か
ら
は
遠
く
な
い
は
ず
で
、
か
つ
て
こ
の
地
に
お
い
て
パ
ク
パ
に
針
し
大
量
の
供
物
を

献
上
し
た
大
近
侍
ト
ン

ツ
ル
は
ま
さ
に
ゴ
ン
ジ
ヨ
出
身
で
あ
り
、

「ド
カ
ム
・
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
ホ
ル
チ
エ
ン
で
あ
る
ト
ン

ツ
ル
」
と
呼
ば
れ
た
の

(
幻
)

で
あ
る
。

元
代
に
お
け
る
リ
ン
ツ
ア
ン
の
ポ
ン
チ
エ
ン

先
ほ
ど
引
用
し
た

『漢
戴
史
集
』
の
記
述
で
は
、

リ
ン
ツ
ア
ン
は
つ
ま
り
田
口
O
的目
立
与
o
-
w
E
の
ポ
ン
チ
エ

ン
の、

B
U
O
臼自
主
口
}Ho-

}
内
}
戸
伊
と
は
ま
さ
に
采
思
麻
宣
慰
司
で
あ
っ
て
、
正
式
に
は
吐
蕃
等
慮
宣
慰
使
司
都
元
帥
府
と
い
い
、
そ
の
「
ポ
ン
チ
エ

ン
」
は
ま
た
嘗
宣
慰
使

司
都
元
帥
府
の
長
で
あ
る
宣
慰
使

・
都
元
帥
に
針
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
の
呼
稀
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
リ
ン
ツ
ア
ン

の
頭
目
の
賓
際
上
の
地
位
は
采
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思
麻
宣
慰
使
司
の
宣
慰
使
・
都
元
帥
で
あ
っ
て
、

チ
ベ

ッ
ト
語
文
献
中
に
て
「
リ
ン

【
ツ
ア
ン
】
の
ポ

ン
チ
エ
ン
都
元
帥
」
(
色
日
間
間
三
宮
口
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(
特
)

円

r
g
E
昏
2
∞
Z
)
と
稽
す
る
も
の
が
あ
る
の
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
誼
様
で
あ
る
。
こ
れ
と
相
陪
出
し
て
、
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
頭
目
は
ま
さ
に
吐
蕃
等

路
宣
慰
使
司
都
元
帥
府
、

つ
ま
り
采
甘
思
宣
慰
司
の
宣
慰
使
・
都
元
帥
で
あ
り
、
彼
ら
は
み
な
元
代
に
封
じ
ら
れ
た
従
二
品
の
高
官
な
の
で
あ

る
史
料
の
制
約
の
た
め
、

モ
ン
ゴ
ル

H
元
時
代
の
リ
ン
ツ
ア
ン
の
歴
史
に
つ
い
て
我
々
の
知
る
所
は
少
な
く
、
吐
蕃
等
庭
宣
慰
司
に
つ
い
て
の

理
解
も
ま
た
よ
り
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
中
の
零
細
な
記
述
か
ら
見
る
に
、
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
が
世
に
出
た

の
は
元
の
帝
師
サ
キ
ヤ
汲
ラ
マ
、

パ
ク
パ
と
直
接
の
閥
係
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
先
述
し
た

「漢
蔵
史
集
』
の
説
明
で
は
、
「
ポ
ン
チ
ェ
ン

と
い
、
つ
の
は
、

チ
ベ
ッ
ト
人
が
ラ
マ
の
近
侍
に
付
け
た
特
別
な
名
(
ロ

Z
E口
問
)
」
と
あ
っ
た
。
宣
慰
司
の
ポ
ン
チ
エ
ン
と
は
つ
ま
り
宣
慰

使
・
都
元
帥
で
二
品
官
で
は
あ
る
も
の
の
、
元
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
行
政
管
理
の
特
殊
性
に
よ
り
、

サ
キ
ヤ
帝
師
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

地
位
は
最
も
重
大
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

元
朔
方
に
起
こ
り
、
固
よ
り
己
に
稗
数
を
崇
向
す
。
西
域
を
得
る
に
及
び
、
世
租
其
の
地
康
く
し
て
険
遠
、
民
猿
に
し
て
闘
を
好
む
を
以
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っ
て
、
其
の
俗
に
因
り
て
其
の
人
を
柔
ら
ぐ
ゆ
え
有
る
を
思
い
、
乃
ち
土
香
の
地
に
郡
際
し
、
設
官
分
職
し
て
、
而
し
て
之
を
帝
師
に
領

む
。
乃
ち
宣
政
院
を
立
て
、
其
の
使
鴬
り
て
位
第
二
に
居
す
る
者
は
、
必
ず
借
を
以
っ
て
之
と
篤
し
、
帝
師
の
昨
奉
す
る
所
に
出
で
、
而

し
て
其
の
政
を
内
外
に
於
い
て
線
べ
る
者
は
、
帥
臣
以
下
、
亦
た
必
ず
僧
俗
、
並
び
に
用
い
、
而
し
て
軍
民
通
じ
て
撮
す
。
是
に
於
い
て
帝

師
の
命
、
詔
勅
と
と
も
に
並
び
に
西
土
に
行
わ
る
。

(
約
)

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
元
朝
が
ポ
ン
チ
エ
ン
に
任
じ
た
者
が
皆
サ
キ
ヤ
汲
の
近
侍
、
側
近
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
嘗
時
の
事
情
に
符
合
す

る
の
で
あ
る
。
ゥ

・
ツ
ア
ン
の
ポ
ン
チ
エ
ン
は
ま
た
サ
キ
ヤ
ポ
ン
チ
エ
ン
と
も
縛
す
る
が
、
其
の
内
、
多
く
は
サ
キ
ヤ
汲
の
内
臣

(
Eロ悶

各
自
)
か
ら
、
ま
た
あ
る
者
は
サ
キ
ヤ
汲
の
側
近
で
あ
る
寓
戸
長
か
ら
昇
任
し
て
お
り
、
要
す
る
に
皆
帝
師
に
砕
奉
さ
れ
、
朝
廷
の
認
可
を
得

た
の
で
あ
る
。
ド
メ

l
、
ド
カ
ム
の
ポ
ン
チ
ェ
ン
を
任
じ
る
の
も
、
嘗
然
ま
た
こ
の
例
に
倣
っ
た
の
だ
。
パ
ク
パ
が
ド
カ
ム
の
地
を
通
過
し
た

(
印
)

と
き
、
ま
た
リ
ン
ツ
ア
ン
を
訪
れ
、
そ
こ
で
熱
烈
な
接
待
を
受
け
た
と
惇
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
今
ま
で
パ
ク
パ
と
リ
ン
ツ
ア
ン
の
借



俗
と
の
や
り
と
り
に
閲
す
る
直
接
の
記
述
を
い
ま
だ
見
つ
け
て
お
ら
ず
、

リ
ン
ツ
ア
ン
が
サ
キ
ヤ
祇
よ
り
寵
愛
を
受
け
た
由
縁
を
明
確
に
す
る

術
を
も
た
な
い
。

『
漢
戴
史
集
』
の
タ
ク
ナ
ゾ
ン
パ
の
歴
史
(
口
同
m
g曲
三
包
括
宮
ご
O

同明
言
臼
)
の
章
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

衆
生
の
頭
飾
り
で
あ
る
具
吉
鮮
サ
キ
ャ
汲
が
吐
蕃
三
遁
宣
慰
司
を
統
治
し
た
と
き
、
功
業
を
建
立
す
る
ポ
ン
チ
エ
ン
、

ラマ、

ゲ
シ
ェ

l
、

撃
者
が
現
れ
た
。
彼
ら
無
数
の
賢
哲
偉
人
中
、
最
も
早
く
サ
キ
ャ
に
封
し
大
功
を
立
て
た
三
人
と
は
つ
ま
り
、
ド
ム
パ
・
サ
キ
ヤ
ポ
ン
チ

エ
ン
の
シ
ャ

l
キ
ャ
サ
ン
ポ
、
東
方
ド
メ
l
地
方
ツ
オ
ン
カ
の
ゲ
シ
ェ
ー
で
あ
る
リ
ン
チ
エ
ン
ツ
寸
ン
ド
ゥ

l
(河
E
n
r
g
z
z
g

(
日
)

d
E印
)
、
ド
カ
ム
地
方
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
リ
ン
ポ
チ
ェ
ン
ト
ン
ツ
ル
(
回
目
司
o
n
F
S
印叶
g
z
E
C
の
三
人
で
あ
る
。

こ
の
三
人
は
、

サ
キ
ヤ
汲
と
デ
イ
グ
ン
振
が
衝
突
し
た
の
で
上
都
に
赴
き
元
朝
の
支
持
を
求
め
、
結
果
願
う
通
り
に
な
り
、
遂
に
サ
キ
ヤ
汲

中
最
も
権
勢
の
あ
る
功
臣
と
な
っ
た
と
停
え
ら
れ
る
。
シ
ャ

l
キ
ヤ
サ
ン
ポ
が
最
初
の
サ
キ
ヤ
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ト

ン
ツ
ル
も
一

二
七
四
年
前
後
に
は
パ
ク
パ
の
推
薦
を
受
け
て
ド
カ
ム
六
簡
の
線
管
(
帥
3
H
.H
Eお
宮
)
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

(
臼
)

は
お
そ
ら
く
ド
カ
ム
の
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
方
ド
メ
l
地
方
ツ
オ
ン
カ
出
身
の
ゲ
シ
ェ

l
・
リ
ン
チ
エ
ン
ツ
オ
ン
ド
ゥ
ー
が
ま

- 89一

さ
し
く
呆
思
麻
這
宣
慰
司
の
初
代
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
る
と
も
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
彼
と
そ
の
後
簡
は
最
終
的
に
は
サ
キ
ヤ
源
治
下
の
後
裁
に

て
重
要
な
地
方
勢
力
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。
今
に
至
る
ま
で
ゲ
シ
ェ

l
・
リ
ン
チ
ェ
ン
ツ
オ
ン
ド
ゥ
!
と
リ
ン
ツ
ア
ン
の
ポ
ン
チ
エ
ン
或

い
は
リ
ン
ツ
ア
ン
の
一
族
と
の
開
係
を
説
明
す
る
よ
う
な
資
料
は
無
い
が
、
し
か
し
リ
ン
ツ
ア
ン
は
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
に
お
い
て
ま
た
シ
ヤ
ル

(
日
)

カ
の
リ
ン
ツ
ア
ン

(
ω
E
H
r
z
o
zロ
岡

z
g
m
)
と
も
稀
さ
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ル
カ
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
は
「
東
方
ド
メ
l
の
ツ
オ
ン
カ
」

(ωZH
HEo
ω
E
E印O
ロ
m
Z
白
)
の
略
稀
で
あ
る
は
ず
な
の
で
、
二
者
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

も
し
シ
ヤ
ル
カ
の
リ
ン
ツ
ア
ン
と
東
方
ド
メ
i
地
方
の
ツ
オ
ン
カ
出
身
の
ゲ
シ
ェ

1
・
リ
ン
チ
ェ
ン
ツ
オ
ン
ド
ゥ
!
と
の
聞
に
深
い
開
係
が

あ
る
と
す
る
に
は
い
ま
だ
誼
擦
不
足
の
嫌
い
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ギ
ヤ
ン
ツ
エ
法
王
一
族
、
お
よ
び
元
代
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
に
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お
い
て
パ
ク
パ
に
績
く
地
位
の
チ
ベ
ッ
ト
悌
数
信
ダ
ム
パ
(
謄
巴
)
園
師
と
の
開
係
を
説
明
し
た
な
ら
、
ず
っ
と
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
チ
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ベ
ッ
ト
語
文
献
に
お
け
る
僅
か
な
記
述
に
お
い
て
も
、

パ
ク
パ
と
ド
メ

l
地
方
デ
ン
マ
と
の
特
別
な
深
い
関
係
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
漢
語
の
史
書
を
み
る
に
、
西
番
園
師
ダ
ム
パ
圏
師
の
出
身
は
「
西
番
突
甘
思
旦
麻
」
で
あ
り
、
か
つ
て
サ
キ
ヤ
パ
ン
デ
ィ

i
タ
・

ク
ン
ガ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
弟
子
で
、
パ
ク
パ
帝
師
の
推
薦
を
受
け
て
朝
廷
に
て
寵
を
得
た
が
、
帝
師
は
「
職
を
辞
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
鯖
り
、

(
白
州
)

数
門
の
こ
と
は

【
ダ
ム
パ
園
】
師
に
託
し
」
た
。
ダ
ム
パ
圏
師
は
世
組
、
成
宗
の
爾
朝
に
仕
え
、
大
黒
天
神
に
祈
祷
し
て
陰
か
ら
王
業
を
助
け
、

(
お
)

且
つ
感
針
が
う
ま
く
、
融
問
才
が
あ
っ
た
の
で
時
の
名
撃
を
得
た
。
チ
ベ

ッ
ト
語
史
書
の
記
遮
に
は
、
ダ
ム
パ
園
師
は
デ
ン
マ
の
ガ
パ
(
宍
V
E
)

出
身
で
あ
り
、
よ
っ
て
人
は
彼
を
ガ
の
ア
ン
ニ
エ
ン
ダ
ム
パ
(
己
ω
〉
括
的
ロ
ヨ
ロ

E
S
E
)
と
稽
し
た
。

一
二
六
七
年
、

パ
ク
パ
帝
師
が
チ
ベ
ツ

ト
に
賜
る
途
中
こ
の
地
に
至
り
、
信
俗
信
者
一
高
齢
人
を
集
め
、
盛
大
に
法
舎
を
暴
行
し
て
、
こ
の
地
は
逮
に
は
テ
ィ
ド
ウ

(
5
2
4
c
一
高

人
が
集
ま
る
と
い
う
意
)
と
稽
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
パ
ク
パ
帝
師
は
ダ
ム
パ
園
師
に
命
じ
て
京
戴
寺
公
開
日
包
括
舎
と

・5
2
2
2
官
)
を
建
て

さ
せ
、
金
・
銀
寓
の
大
蔵
経
等
の
法
賓
を
賜
り
、
こ
の
寺
を
す
み
や
か
に
ド
カ
ム
に
お
け
る
サ
キ
ヤ
汲
の
大
寺
に
仕
立
て
上
げ
て
、
寺
僧
は
多

(
日
)

い
時
に
は
一
九

O
O人
に
達
し
た
、
と
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
有
名
な
元
朝
園
師
が
、
意
外
に
も
チ
ベ
ッ
ト
に
て
名
の
知
れ
た
ギ
ヤ
ン
ツ
エ
法
王
の
先
租
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
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『漢
裁
史
集
』
中
に
は
、

上
部
デ
ン
マ
の
ガ

【
パ
】
の
地
に
て
、
ガ

・
ア
ニ
エ

ン
ダ
ム
パ
と
い
う
名
の
裕
一
帽
で
善
品
を
信
仰
す
る
者
が
現
れ
、
ガ

デ
ン
、
テ
ボ
に

て
、
飛
権
を
有
す
る
中
図
式
屋
根
の
悌
殿
一

O
八
座
を
建
て
、
そ
の
悌
殿
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
は
希
有
な
法
賓

【
悌
像
】
及
び
カ
ン
ギ
ユ
ル

一
揃
い
を
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
前
に
は
明
妃
と
各
層
【
像
】
が
あ
り
、
五
供
を
途
切
れ
な
く
供
養
し
、
等
善
業
、
等
園
満
儀
軌
の
大
事
業

を
矯
さ
っ
て
い
た
。
彼
の
甥
子
様
の
縫
承
者
で
あ
る
デ
ン
マ
オ
ン
ボ
、
サ
ン
ポ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
御
父
子
及
び
侍
従
は
清
浄
な
る
ウ

・
ツ
ア

ン
の
地
と
、
特
に
具
吉
鮮
サ
キ
ヤ
パ
の
隼
前
に
お
越
し
に
な
っ
た
。

(
幻
)

と
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
後
爾
は
ま
さ
に
、
後
に
サ
キ
ヤ
汲
に
付
き
随
う
こ
と
に
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
立
身
し
た
、
有
名
な
ギ
ヤ
ン
ツ
ェ
法

王
一
族
な
の
で
あ
る
。
ギ
ヤ
ン
ツ
工
法
王
一
族
の
名
は
東
方
デ
ン
マ
の
シ
ヤ
ル
カ
ワ

(
ω
E
J
S
o
m
Z
Eロ
g
t
g印
Z
2
各
自

r
z
g
)
に
由



来
し
、
前
述
の
通
り
、
リ
ン
ツ
ア
ン
の
賛
善
王
一
族
も
ま
た
デ
ン
マ
の
シ
ヤ
ル
カ
ワ
一
族
に
属
し
て
い
た
。
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
と
ギ
ヤ
ン
ツ
エ

法
王
が
同
宗
同
源
で
あ
る
の
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
が
、
彼
ら
が
と
も
に
シ
ヤ
ル
カ
ワ
一
族
に
属
す
る
と
い
う
こ
の
事
賞
は
、
二
者
聞
の
開

係
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
停
説
で
は
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
が
つ
ま
り
ゲ
サ
ル
王
の
兄
の
後
喬
で
あ
り
、
そ
し
て
ギ
ヤ
ン
ツ
工
法
王
一

(
関
)

族
は
ゲ
サ
ル
王
の
女
婿
の
後
育
で
あ
る
と
稽
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
二
者
が
同
じ
一
族
か
ら
出
た
こ
と
の
傍
誼
で
あ
る
と
認
め
う
る
。
リ
ン

ツ
ア
ン
は
シ
ヤ
ル
カ
ワ
一
族
、
あ
る
い
は
ダ
ム
パ
園
師
と
の
関
係
が
緊
密
な
の
だ
か
ら
、
サ
キ
ヤ
振
が
重
く
用
い
た
の
も
不
思
議
と
す
る
に
足

ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
外
、
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
緊
密
な
関
係
も
ま
た
明
ら
か
に
、
リ
ン
ツ
ア
ン
が
モ
ン
ゴ
ル
H

元
時
期
に
ド
メ

l
ポ
ン
チ
エ
ン
と
な

っ
た
重
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
『
司
徒
遺
敬
』
に
は
、

ト
ン
ツ
ル
が
ド
カ
ム
六
闘
の
主

(ヨロ

0
5
2
Z
師四百四

円

ea】
m
F
Eお
司
O
)

に
任

命
さ
れ
た
後
、
親
疎
、
遠
近
を
直
別
せ
ず

ま
た
皇
上
施
主
・
一
楠
田
の
お
考
え
通
り
に
自
ら
線
主
(
印
ヨ
ペ
】

E
a司
O
)

と
な
り
、
彼
の
地
で
あ

る
ゴ
ン
ジ
ヨ
で
は
宣
慰
使
、
高
戸
長
、
千
戸
長
さ
え
を
も
任
命
し
な
か
っ
た
が
、
リ
ン
ツ
ア
ン
の
頭
目
を
任
用
し
、
リ
ン
【
ツ
ア
ン
】
の
寓
戸

(
日
)

長
と
千
戸
長
に
任
命
し
た
、
と
あ
る
。
同
書
は
ド
メ

l
に
閥
す
る
記
述
中
に
て
リ
ン
ツ
ア
ン
の
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
る
シ
ャ

l
キ
ャ
ギ
エ
ル
ツ
エ

- 91ー

ン
(
の
ご
口
問

Z
Zロ
四
百
ぷ
身

g
n
F
3
2・
品
百
円
四
苫

-s
z
Eロ
)
に
個
別
れ
、
ま
た
リ
ン
ツ
ア
ン
と
パ
ク
モ
ド
ゥ
汲

(E曲四
g
o
開

E
E
)
と
の
開
係

(ω) 

が
緊
密
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
デ
ン
サ
テ
ル
寺

(
m
u
g
g
p己
)
に
は
リ
ン
ツ
ア
ン
出
身
の
人
が
一

O
人
い
る
、
と
述
べ
る
。
『
ギ
ヤ
ン
ツ
エ

(
引
)

法
王
縄
開
」
に
も
サ
キ
ャ
振
が
ド
カ
ム
に
設
け
た
官
職
は
ゴ
ン
ジ
ョ
、
リ
ン
ツ
ア
ン
、
シ
ヤ
ル
カ
、
デ
ン
マ
の
四
箇
所
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
れ

ら
の
土
地
の
間
柄
は
、
地
域
が
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
極
め
て
緊
密
な
一
族
血
縁
と
い
う
深
い
関
係
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

前
遮
し
た
リ
ン
ツ
ア
ン
と
シ
ヤ
ル
カ
の
関
係
も
ま
さ
し
く
そ
の
誼
例
で
あ
る
。
そ
し
て
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
関
係
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、

ゴ
ン
ジ
ヨ
の
頭
目
に
は
リ
ン
ツ
ア
ン
の
一
族
出
身
の
者
が
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
よ
う
。
ま
さ
に
こ
の
理
由
に
よ
り
、

明
ら
か
に
ド
カ
ム
地
域
で
の
幾
つ
か
の
一
族
は
互
い
に
援
け
あ
っ
て
富
地
の
重
要
勢
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
パ
ク
パ
が
中
戴
開

675 

を
行
き
来
す
る
途
上
、
ド
カ
ム
を
通
過
す
る
と
き
そ
の
熱
烈
な
接
待
を
受
け
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は
親
任
、
信
用
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
重
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(
臼
)

任
を
委
ね
ら
れ
た
の
だ
。

元
代
の
リ
ン
ツ

ア
ン
、
ま
た
は
染
思
麻
宣
慰
司
の
歴
史
に
な
お
未
解
決
の
疑
問
が
幾
つ
か
あ
る
こ
と
は
、
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

ド
カ
ム
地
方
に
あ
る
は
ず
の
リ
ン
ツ
ア
ン
が
何
故
「
ド
メ

l
の
リ
ン
ツ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
問
い
に
は
、
我
々
は
い
ま
だ

(
臼
)

満
足
の
行
く
よ
う
な
答
え
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
明
代
の
采
思
麻
河
州
属
下
の
二
四
族
熟
番
中
に
霊
戴
族
が
お
り
、

『明
貫
録
』
に
も
河

州
熟
蕃
霊
戴
が
二
度
言
及
さ
れ
る
。
寓
暦
一

O
年

(
一
五
八
二
)

一
一
一
月
甲
午
僚
に
、
「
侠
西
弘
化
寺
霊
戴
族
番
借
領
填
俄
竹
等
の
進
貢
至
り
、

宴
賞
を
賜
う
こ
と
例
の
知
し
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
明
代
に
大
慈
法
王
に
封
じ
ら
れ
た
ゲ
ル
ク
汲
の
大
徳
シ
ャ

l
キ
ヤ
イ
ェ

シ
ェ
ー
が
創
建
し

た
弘
化
寺
と
近
い
関
係
に
あ
る
河
州
霊
戴
族
と
、
「
突
甘
思
旦
麻
」
に
居
る
リ
ン

ツ
ア
ン
賛
善
王
一
族
と
が
ど
ん
な
関
係
な
の
か
、
詳
し
く
は

(
防
)

わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
類
の
問
題
に
答
え
る
に
は
、
新
資
料
の
出
現
を
期
待
す
る
他
無
い
。

四

明
朝
が
リ
ン

ツ
ア
ン
を
賛
善
王
に
封
じ
た
理
由
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モ
ン
ゴ
ル
H

元
時
代
に
お
け
る
リ
ン
ツ
ア
ン
、
ゴ
ン
ジ
ヨ
爾
一
族
の
賓
際
の
地
位
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
明
代
に
お
い
て
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

護
頂
園
師
賛
善
王
と
護
数
王
に
封
じ
ら
れ
た
の
が
何
故
か
を
理
解
す
る
の
も
難
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
明
の
成
租
永
祭
帝
が
彼
ら
を
王
に
封

じ
た
の
は
、

ス
パ

l
リ
ン
ク
氏
の
言
う
よ
う
な
、
た
だ
カ
ル
マ
パ
五
世
の
影
響
の
み
に
よ

っ
て
、
ウ
・

ツ
ア
ン
と
中
原
聞
に
お
け
る
騨
路
の
滞

(ω
)
 

カ
ル
マ
パ
が
入
朝
す
る
の
に
便
宜
を
は
か
ろ
う
と
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
明
代
初
期
の
チ
ベ

り
な
い
交
通
を
確
保
し
、

7

ト
地
域
に
お
け
る
施
政
は
、
元
が
チ
ベ

ッ
ト
に
お
い
て
様
々
設
置
し
た
も
の
の
接
収
と
改
編
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
。
早
く
も
太
組
洪
武

(
m山
)

四
年

(一

三
七
ご
明
朝
廷
は
吐
蕃
等
鹿
宣
慰
司
を
河
州
衡
に
改
編
し
、
元
時
代
の
宣
慰
使
何
鎖
南
普
を
河
州
街
指
揮
同
知
と
し
た
。
洪
武
六

年

(一

三
七
三
)
二
月
に
は
、
「
詔
し
て
烏
思
歳
、
来
甘
衡
指
揮
使
司
宣
慰
司
二、

元
帥
府
て
招
討
司
四
、
高
戸
府
十
三
、
千
戸
所
四
を
置
く
、

故
元
国
公
南
寄
思
丹
八
亦
監
裁
等
を
以
っ
て
指
揮
同
知
、
食
事
、
宣
慰
使
同
知
、
副
使
、
元
帥
、
招
討
、
高
戸
等
官
と
な
す
こ
と
凡
そ
六
十

人
。
」
と
あ
り
、
基
本
的
に
は
元
代
の
チ
ベ

ッ
ト
統
治
シ
ス
テ
ム
の
原
型
を
維
持
し
て
い
る
。
洪
武
七
年
ご

三
七
四
)
七
月
、
元
代
の
染
思
麻
、



(ω) 

染
甘
思
、
烏
思
戴
の
三
宣
慰
司
は
正
式
に
西
安
【
河
州
】
、
采
甘
、
烏
思
戴
の
三
つ
の
行
都
指
揮
使
司
に
改
編
さ
れ
、
元
朝
が
封
じ
た
大
小
の

官
員
で
凡
そ
来
朝
し
進
貢
し
た
者
は
、
均
し
く
明
朝
廷
に
認
め
ら
れ
績
け
て
封
じ
ら
れ
た
。
明
朝
に
は
存
在
し
な
い
官
名
も
、
元
朝
の
先
例
が

(
初
)

あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
ま
た
同
様
に
認
め
ら
れ
得
た
。
こ
の
故
に
、
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
頭
目
が
元
朝
の
時
に
お
け
る
二
品
官
の
ま
ま
明

朝
廷
に
改
め
て
欽
用
さ
れ
た
の
も
、
遁
理
に
か
な
っ
た
事
な
の
で
あ
る
。
『
明
賓
録
』
に
擦
れ
ば
、

リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
の
「
刺
冗
監
戴
」
が

「
洪
武
中
率
先
し
て
朝
貢
し
、
染
甘
街
都
指
揮
使
を
授
け
」
ら
れ
た
と
い
う
。
以
後
、
永
柴
田
年
(
一
四
O
六
)
、
明
朝
廷
は
ま
た
「
【
霊
菰
】

笥
思
木
頭
目
撤
【
撒
】
力
加
監
戴

(ω
自
問
的
認
可
印
印
円
四
百
一

g
g
r
g
)
に
授
け
て
采
甘
衛
行
都
司
都
指
揮
使
と
篤
」
し
た
。
元
、
明
雨
朝
の
チ
ベ

ッ
ト
政
策
費
化
の
過
程
は
こ
こ
に
一
斑
を
見
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
故
、
少
し
後
に
明
成
組
が
刺
冗
監
戴
の
弟
、
著
思
巴
見
監
戴
を
賛
善
玉
に

封
じ
た
の
に
は
、
元
来
そ
の
他
に
特
別
な
理
由
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
と
同
時
に
封
じ
ら
れ
て
数
王
と
な
っ
た
者
に
は
パ
ク
モ
ド

ウ
の
頭
目
で
あ
る
開
化
王
、
デ
イ
グ
ン
の
頭
目
で
あ
る
問
教
王
、
タ
ク
ツ
ア
ン
の
頭
目
で
あ
る
輔
敬
王
な
ど
が
お
り
、
そ
の
内
パ
ク
モ
ド
ゥ
と

デ
イ
グ
ン
は
元
朝
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ
烏
思
裁
二
ニ
蔦
戸
の
一
つ
で
正
三
品
で
あ
り
、
そ
の
地
位
は
リ
ン
ツ
ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
ポ
ン
チ
エ
ン
よ

- 93一

り
低
い
は
ず
だ
。
し
か
し
中
原
と
チ
ベ
ッ
ト
の
騨
路
の
滞
り
な
い
交
通
を
維
持
す
る
の
は
、
本
来
は
烏
思
戴
、
染
甘
思
、
采
思
麻
三
遁
宣
慰
使

司
及
び
そ
の
属
下
で
あ
る
諸
寓
戸
自
程
の
重
要
な
職
責
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
H

元
の
遺
地
統
治
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
、
第
一
に
括
戸
、
分

封
、
置
騨
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
設
官
分
織
し
、
統
一
さ
れ
た
地
方
行
政
シ
ス
テ
ム
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
元
朝
は
チ
ベ
ッ
ト
地
域

に
お
い
て
二
度
全
面
的
戸
口
調
査
を
行
い
、
二
八
箇
所
の
大
騨
姑
を
建
て
、
あ
わ
せ
て
各
高
戸
が
騨
姑
を
支
醸
し
、
鋪
馬
、
首
思
を
提
供
す
る

規
則
を
具
程
的
に
規
定
し
た
。
そ
し
て
地
方
行
政
に
お
い
て
最
高
長
官
と
し
て
の
宣
慰
使
・
都
元
帥
の
重
要
な
職
責
の
一
つ
も
、
ま
た
騨
路
の

滞
り
な
い
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
烏
思
裁
宣
慰
使
で
あ
っ
た
投
堆
洛
(
ラ
ト
エ
ロ

F
2
0晶
子
O
)

蔦
戸
の
軟
奴
、
正
術
(
シ
ヨ
ン
ヌ
ワ

ン
チ
ヨ
ク

m
p
g
E
F
g
m
Z吉
開
)
は
在
任
期
間
中
ま
さ
に
ウ
・
ツ
ア
ン
地
域
の
戸
口
調
査
を
つ
か
さ
ど
っ
て
お
り
、
そ
し
て
「
其
の
管
内

兵
姑
機
戸
を
賑
わ
」
し
た
の
で
、
朝
廷
の
賞
賜
を
受
け
た
。
元
朝
は
ド
メ
ー
で
は
七
大
務
姑
を
、
ド
カ
ム
で
は
九
大
罪
姑
を
設
け
、
中
園
、
チ

677 

ベ
ッ
ト
雨
地
聞
の
交
通
と
、
南
地
を
行
き
来
す
る
チ
ベ
ッ
ト
信
と
モ
ン
ゴ
ル
の
使
者
の
安
全
を
保
障
し
た
。
ド
メ

1
に
設
け
ら
れ
た
霧
姑
は
モ
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ン
ゴ
ル
軍
が
雲
南
を
征
服
す
る
の
に
も
功
績
が
あ
り
、
ド
カ
ム
に
設
け
ら
れ
た
ガ
レ
(
の
白

Z
)
と
ゴ
ペ

(
C
o
身
内
)
の
二
騨
姑
は
ウ
・
ツ
ア
ン

(η
)
 

と
の
交
通
に
お
い
て
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
リ
ン
ツ
ア
ン
が
あ
る
デ
ン
コ
ク
は
古
来
青
海
、
カ
ム
、
チ
ベ
ッ
ト
聞
の
交
通

(
九
)

の
中
軸
で
あ
り
、
か
つ
て
文
成
公
主
が
入
裁
し
た
時
に
も
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
し
、
元
代
そ
し
て
そ
れ
以
後
カ
ム
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
に
入
る
に

遡
り
、

は
、
多
く
は
甘
孜
の
紘
填
盆
か
ら
ヤ
ル
ン
・
ツ
ア
ン
ポ
沿
い
に
遡
り
、
浪
多
に
て
渡
江
し
、
デ
ル
ゲ
の
協
慶
寺
、
三
宮
河
を
経
、
俄
溝
沿
い
に

デ
ン
コ
ク
の
西
で
金
沙
江
を
渡
っ
て
入
蔵
し
て
い
γ

情
『
漢
戴
史
集
』
に
擦
る
と
、

北
方
の
モ
ン
ゴ
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
の
境
目
の
附
近
に
は
、

ヤ
ク
の
よ
う
な
形
の
大
岩
が
あ
り
、
頭
は
東
を
向
き
、
後
ろ
に
は
河
が
あ
り
、
そ

の
河
の
名
は
ツ
エ
キ
エ
ツ
ア
ン
ポ
(
口
宮
日

g
o
m
z
g
m
ち
)
と
い
い
、
西
に
向
か
い
流
れ
て
い
る
。
前
面
に
も
河
が
あ
り
、
名
は
デ
イ

河
(
国
ロ
ロ
宮
)
【
H
通
天
河
】
で
あ
っ
て
東
方
の
デ
ン
マ
地
域
の
方
へ
流
れ
て
い
る
。
河
の
北
側
は
デ
ン
の
陽
、
南
側
は
デ
ン
の
陰
と
い

う
。
そ
の
大
河
の
下
流
近
く
キ
ェ

l
ト
ゥ
プ
(
的
関
苫
仏
師
Z
F
M
)

の
地
に
は
、
漢
蒙
聞
の
大
騒
這
が
一
本
そ
の
聞
を
通
っ
て
お
り
、
そ
の
西

は
上
手
デ
ン

【
マ
】
で
あ
り
、
ガ
パ
の
地
(
}
の
同
百

J
可
三
)
と
呼
ば
れ
る
。
デ
ン
マ
河
川
の
谷
地
で
テ
ボ
の
地

3
5
5
J
可
三
)
と
稀
さ
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れ
る
地
が
あ
り
、
ガ
、
デ
ン

【
マ
】
、
テ
ボ
三
地

(
L
E
.2
0
i
z
s
z
r
o
m
g
g
)
を
統
治
す
る
王
族
と
な
っ
た
。

(
祁
)

と
い
う
。
明
ら
か
に
デ
ン
マ
は
長
江
と
澗
槍
江
上
流
が
並
流
す
る
地
域
で
、
今
の
青
海
玉
樹
の
東
部
と
四
川
の
甘
孜
北
部
地
方
を
包
括
し
て
お

(
打
)

チ
ベ
ッ
ト
間
交
通
の
中
心
地
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
歴
代
、
中
園
に
入
朝
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
マ
は
ほ
と
ん
ど
が

り
、
確
か
に
元
代
の
中
園
、

こ
の
地
を
経
由
し
て
入
裁
し
て
お
り
、

ス
パ

l
リ
ン
ク
、

夕、ン

・
ツ
エ
リ
ン
爾
氏
ら
の
論
文
中
に
引
用
さ
れ
る
歴
代
カ
ル
マ
パ
活
悌
惇
記
に
て
、

彼
ら
が
中
園
に
入
朝
す
る
途
中
に
リ
ン
ツ
ア
ン
を
通
り
リ
ン
ツ
ア
ン
王
と
交
流
し
た
と
い
う
記
遮
が
そ
れ
を
誼
明
す
る
。
史
籍
の
記
遮
の
不
完

全
さ
に
妨
げ
ら
れ
、
元
代
に
デ
ン
マ
に
お
い
て
設
け
ら
れ
た
廃
姑
が
リ
ン
ツ
ア
ン
そ
の
地
に
あ
っ
た
の
か
否
か
確
定
す
る
術
は
な
い
が
、
し
か

し
リ
ン
ツ
ア
ン
の
地
理
位
置
が
嘗
時
の
中
園
、

チ
ベ
ッ
ト
間
交
通
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
の
を
疑
う
必
要
は
無
い
。
そ
う
と
は
言
え
、

度
は

中
断
し
た
中
園
、

チ
ベ
ッ
ト
聞
の
磨
路
を
明
朝
廷
が
改
め
て
開
通
す
る
と
い
う
た
め
だ
け
に
、
リ
ン
ツ
ア
ン
の
頭
目
を
賛
善
王
に
封
じ
た
と
説

明
す
る
に
は
依
然
十
分
で
な
い
し
、
更
に
は
、
歴
代
カ
ル
マ
パ
活
悌
が
中
園
に
入
朝
す
る
際
に
こ
の
地
を
経
、
リ
ン
ツ
ア
ン
王
と
交
流
す
る
所



が
あ
っ
た
の
で
、
明
成
租
が
そ
の
寵
愛
す
る
カ
ル
マ
パ
活
仰
の
影
響
を
受
け
て
リ
ン
ツ
ア
ン
を
賛
善
王
に
封
じ
た
の
だ
、
と
断
ず
る
こ
と
も
出

来
な
い
の
で
あ
る
。

五

「
明
賓
録
』
に
載
る
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
と
そ
の
他
リ
ン
ツ
ア
ン
支
族
の
事
蹟

「
明
貰
録
』
永
祭
五
年
(
一
四
O
七
)
三
月
丁
卯
僚
に
は
、
明
朝
廷
が
舘
畳
(
ゴ
ン
ジ
ヨ
)
の
頭
目
南
葛
監
戴
に
命
じ
て
染
甘
行
都
指
揮
使
司

都
指
揮
使
と
矯
し
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、
「
南
葛
監
戒
、
刺
冗
監
磁
の
子
な
り
。
刺
冗
監
戴
洪
武
中
率
先
し
て
朝
貢
し
、
乃
木
甘
衛
都
指
揮
使
を

授
く
。
其
の
卒
す
る
に
及
び
、
弟
著
思
巴
児
監
戒
を
以
っ
て
暫
く
其
の
職
を
領
せ
し
む
」
と
云
う
。
著
思
巴
児
監
戴
と
は
す
な
わ
ち
明
に
よ
り

封
授
さ
れ
た
初
代
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
で
あ
り
、
南
葛
監
戴
と
は
そ
の
叔
父
の
後
を
、
つ
け
た
第
二
代
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
主
で
あ
る
。
こ
こ
で
明

ら
か
と
な
る
の
は
、

リ
ン
ツ
ア
ン
と
明
朝
廷
の
交
通
が
、
決
し
て
ス
パ

l
リ
ン
ク
氏
が
言
う
よ
う
に
永
繁
期
(
一
四
O
三
一
四
二
四
)
に
始
ま

- 95ー

る
の
で
は
な
く
、
洪
武
朝
(
一
三
六
八
二
二
九
八
)
中
期
に
始
ま
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
ス
パ

l
リ
ン
ク
氏
は
そ
の
論
文
中
に
シ
ト
ゥ
・
チ

ュ
l
キ
ジ
ユ
ン
ネ
l

(
b
E
2
2
5
H
d吉
ロ

m
m
E印
)
撰
『
カ
ル
マ
パ
活
悌
侍
』
中
の
五
世
カ
ル
マ
パ
活
併
大
賓
法
王
デ
シ
ン
シ
ェ
ク
パ

(
宮
『
N
F
日
間
的
宮
間
的
宮
一
三
八
四
|
一
四
一
五
)
俸
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
一
三
九
二
年
か
ら
一
三
九
四
年
の
問
、
幼
小
の
大
賓
法
王

が
ド
カ
ム
地
域
を
遊
歴
し
た
経
歴
を
載
せ
、

シ
ヤ
ル
カ
リ
ン
【
ツ
ア
ン
】
の
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
る
ト
ウ
ォ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン

(ω
『間同
r
r曲
J
m
E
ロm
m
H
ι
目
以

O
ロ
n
F
O
ロ同『同
O

『O
H
m
M『同
-
Z
F
印ロ)

が
お
迎
え
し
、
ポ
ン
チ
エ
ン
、
高
戸
長
、
達
魯
花
赤
等
の
職
に
あ
る
地
方
頭
目
を
は
じ
め
と
す
る
長
(
『
O

ロ司
O

[

身
o
口
宮
]
)
の
人
々
に
近

住
戒
等
の
戒
を
お
奥
え
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
受
す
る
法
に
て
満
足
さ
せ
た
。
此
の
後
、
ゴ
ン
ジ
ヨ
の
ポ
ン
チ
エ
ン
で
あ
る
オ
エ
セ

ル
・
ナ
ム
カ

i
パ
の
お
迎
え
を
受
け
、
成
年
三
月
上
弦
の
日
に
【
ゴ
ン
ジ
ヨ
に
】
お
越
し
に
な
っ
た
。

(

花

)

.

(

乃
)

と
あ
る
。
こ
の
成
年
と
は
、
ま
さ
に
木
成
の
年
、
つ
ま
り
西
暦
二
ニ
九
四
年
に
あ
た
る
。
ス
パ

l
リ
ン
ク
氏
は
、
こ
の
リ
ン
ツ
ア
ン
の
ポ
ン
チ

679 

エ
ン
、
ト
ウ
ォ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
(
烈
F
g
r
o
認
可
色
白

Z
Eロ
)
は

『
明
賓
録
』
中
の
初
代
賛
善
王
著
思
巴
児
監
戴
に
あ
た
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
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こ
の
百
口
o
σ
o
認
可
印

-
E岳
山
ロ
は
明
ら
か
に
、
洪
武
中
率
先
し
て
朝
貢
し
采
甘
衛
都
指
揮
使
に
封
じ
ら
れ
た
刺
冗
監
裁
を
指
す
は
ず
で
あ
っ

て
、
彼
は
著
思
巴
見
監
戴
の
兄
で
あ
る
。
刺
冗
監
戴
の
音
寓
は
著
思
巴
児
監
裁
と
比
べ
て
百
口
o
r
o
a
苫

-
E品
自
に
よ
り
近
い
。

九

四
年
は
洪
武
二
七
年
で
あ
り
、
「
洪
武
中
率
先
し
て
朝
貢
」
し
た
刺
冗
監
裁
は
お
そ
ら
く
ま
だ
在
位
中
で
あ
る
。
弟
の
著
思
巴
児
監
裁
が
何
時

「
暫
く
其
職
を
領
め
」
た
の
か
史
賓
に
明
誼
は
無
い
が
、
彼
が
「
霊
戴
濯
頂
園
師
」
を
受
封
し
た
の
は
永
柴
田
年
で
あ
る
。
此
の
外
、
ス
パ

l

リ
ン
ク
氏
は
著
思
巴
見
監
戴
を
チ
ベ
ッ
ト
語
名
の
F
g
身
包
括
苫
-
B
S
F
g
と
も
復
元
す
る
が
、
責
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
正
確
に
は
ダ

ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン

(
O
『
白
問
日
百
円
間
百
]
B
Z
E
ロ
)
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
『
明
賓
録
』
、
氷
山
楽
八
年
(
一
四
一

O
)
正
月
、
二

O
年
(
一
四
一
一
一
一
)
一
二

(
初
)

月
、
二
一
年
ご
四
二
三
)
二
月
の
各
僚
に
は
霊
裁
賛
善
王
の
名
を
吉
刺
思
巴
監
裁
巴
里
戴
卜
と
し
て
お
り
、
よ
っ
て
、
然
る
べ
き
復
元
は

o
g
m印
官
認
可
色

B
Z
r
g
門同日出ご

uNEぬ
℃
O

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
中
で
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
が
大
、
中
、
小
の
三
支
族

(
2
5聞
各
巾

d
E
m
n
r
g
m
m臼
C
B
)

、
あ
る
い
は
上
、
中
、
下
三
支
族

(
飢
)

(
2
5開
匹
口
問
。
口
一
o
m
g
H
窓
口
ヨ
)
に
分
け
ら
れ
る
の
と
ま
さ
に
同
じ
く
、
『
明
賓
録
」
中
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
と
そ
の
他
リ
ン
ツ
ア
ン
の
信

俗
の
頭
領
に
閲
す
る
記
述
が
一
様
に
表
明
す
る
の
は
、
明
朝
廷
と
交
流
し
て
い
た
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
も
ま
た
賛
善
王
の
支
族
だ
け
で
は
な
い
と

96 -

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
、
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
の
支
族
が
後
の
い
わ
ゆ
る
リ
ン
ツ
ア
ン
王
、
或
い
は
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
と
決
し
て
同
一
の

支
族
で
は
な
い
こ
と
は
、
明
白
な
の
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
明
に
封
じ
ら
れ
た
初
代
賛
善
王
の
ダ
ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
、
氷
山
楽
四
年
(
一

四
O
六
)
二
月
に
霊
戴
濯
頂
園
師
の
封
を
受
け
、
五
年
(
一
四
O
七
)
三
月
に
昇
っ
て
賛
善
王
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
兄
の
ト
ウ
ォ

ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に
代
わ
っ
て
暫
く
采
甘
衛
都
指
揮
使
の
職
を
領
し
て
い
る
。
賛
善
王
一
族
は
サ
キ
ヤ
振
と
同
様
に
「
叔
甥
相
績
」
の
縫
承
制
度

を
採
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ダ
ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
賛
善
王
の
位
は
甥
の
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
・
ベ
ル
サ
ン
ポ

(
Z
S
B
r
z
e
円四百一

日
門
的
『
自
身
白
-σ
包
括
司
O

あ
る
い
は
南
葛
監
戴
巴
戴
卜
、
晴
葛
堅
参
巴
蔵
卜
、
ま
た
は
晴
葛
監
歳
、
鞠
葛
監
釧
な
ど
)
に
受
け
繕
が
れ
た
の
だ
が
、
彼
は

先
ず
永
築
五
年
三
月
に
ダ
ク
パ
ギ
ユ
ル
ツ
エ
ン
が
賛
善
王
に
封
じ
ら
れ
た
時
に
そ
の
職
を
襲
い
采
甘
衛
都
指
揮
使
に
封
じ
ら
れ
、
後
に
洪
照
元

年
(
一
四
二
五
)
初
に
賛
善
王
の
爵
に
襲
封
さ
れ
て
い
る
。



意
味
深
長
な
の
は
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
が
『
明
賓
録
」
中
に
お
い
て
ま
た

「ゴ

ン
ジ
ヨ
の
頭
目
」
と
稽
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

リ
ン
ツ

ア
ン
と
ゴ
ン
ジ
ヨ
爾
一
族
の
聞
の
連
係
が
依
然
と
し
て
極
め
て
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
正
統
六
年
(
一
四
四

一
)
、
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
は
使
い
を
遣
わ
し
て
自
ら
が
老
い
た
こ
と
を
奏
し
、
長
子
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
(
弔
巳

E
g
a苫
-
空
白
宮
ロ

あ
る
い
は
班
丹
監
到
、

班
丹
監
裁
、
班
丹
監
禁
な
ど
)
に
賛
善
王
を
縫
が
せ
、
次
子
パ
ク
ク
ン
サ
ン
ポ

(
4
u
z
m
印
宮
口
[
一
]
『
包
括
吉
巴
恩
恭
蔵
卜
)
を
都
指
揮
と
す
る
の

を
欲
し
た
が
、
そ
れ
に
封
し
朝
廷
は
ペ
ン
デ
ル
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に
都
指
揮
を
、
パ
ク
ク
ン
サ
ン
ポ
に
指
揮
余
事
を
そ
れ
ぞ
れ
授
け
た
。
正
統
一

O
年

(
一
四
四
五
)
六
月
庚
申
、
明
朝
廷
は
敷
議
し
て
ベ
ン
デ
ル
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に
叔
父
の
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
位
を
襲
わ
せ
霊
戴
潅

頂
園
師
賛
善
玉
と
し
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
弘
治
九
年
(
一
四
九
六
)
に
お
い
て
霊
戴
王
「
晴
葛
堅
参
巴
戴
卜
」
が
依
然
存
命
し
て
お
り
、

卒
年
は
不
詳
で
あ
る
。
弘
治
一
六
年
(
一
五
O
三
)
九
月
辛
卯
に
は
、
「
西
香
故
霊
戴
寺
賛
善
王
【
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
】
の
弟
端
竹
堅
答

番
信
阿
完
等
を
遣
わ
し
て
来
貢
し
、
因
り
て
襲
職
を
請
い
、
之
に
従
う
。
」
、
ま
た
正
徳
二
年
(
一
五
O
七
)
閏
正
月
発
酉
に
は
、

「故
霊
裁
賛
善

(
似
)

王
晴
葛
堅
祭
巴
戴
卜
の
弟
端
竹
堅
相
官
兄
の
爵
を
襲
、
つ
を
乞
い
、
之
を
許
す
。」
と
あ
る
。
端
竹
堅
径
は
嘉
靖
二
二
年

(一

五四一
一一)
一
一
一
月
庚

(
お
)

寅
に
死
に
、
そ
の
甥
で
あ
る
端
岳
堅
径
が
使
い
を
遣
わ
し
て
襲
職
を
乞
い
、
朝
廷
の
許
可
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
天
魯
六
年
(
一
六
二
六
)
七

(
白
山
)

使
を
遣
わ
し
方
物
を
進
貢
し
、
賞
資
例
の
如
し
。」
と
い
う
。

- 97ー

月
丁
酉
に
な
る
ま
で
、
「
侠
西
外
夷
霊
戴
賛
善
王
端
岳
堅
径

『明
史
』
巻
三
三
て
西
域
三
の
賛
善
王
僚
は
基
本
的
に

『明
貰
録
」
か
ら
の
引
き
窮
し
で
あ
る
が
、
し
か
し
引
き
寓
さ
れ
た
際
に
明
ら
か

な
課
り
が
数
多
く
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
『
明
史
』
に
は
「
洪
照
元
年
(
一
四
二
五
)
、
【
賛
善
王
著
思
巴
児
監
戴
】
王
卒
、
従
子
晴
葛
監
戴

襲
」
と
云
う
。
し
か
し

『明
{
貫
録
』
に
よ
る
と
、
ナ
ム
カ
l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
ダ
ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
兄
、
ト
ウ
ォ
ギ
ェ
ル
ツ
ェ
ン
の
子
で

あ
り
、

つ
ま
り
賛
善
王
の
甥
で
あ
っ
て
、
従
子
で
は
な
い
。
ダ
ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
子
は
鎖
南
監
戴
で
あ
る
は
ず
で
、
彼
は
宣
徳
元
年

(一

(
W
)
 

四
二
六
)一
一一
月
に
使
い
を
遣
わ
し
て
入
貢
し
、
同
年
冬
一

O
月
に
は
采
甘
都
司
都
指
揮
使
の
詰
命
を
賜
っ
て
い
る
。
次
に
、
成
化
一
八
年

(一

四
八
二
)
の
櫨
官
の
述
べ
る
入
貢
則
例
を
引
用
し
た
後
、

ま
た
「
遂
に
晴
葛
堅
祭
巴
戴
卜
を
封
じ
て
賛
善
玉
と
鴛
す
」
と
す
る
。
『
明
{
貫
録
』
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成
化
十
八
年
二
月
甲
寅
僚
を
検
す
る
と
、

『明
史
』
が
引
用
す
る
櫨
官
の
謹
言
と

『明
賓
録
』
が
記
す
檀
部
の
奏
と
は
内
容
が
大
韓
同
じ
だ
が
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(
回
開

)

ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
を
賛
善
玉
に
再
び
封
じ
た
と
い
う
記
事
は
全
く
見
え
な

い
。
『明
史
』
は
正
統
五
年

(一

四
四

O
)
、
ナ
ム
カ

l
ギ

ェ

ル
ツ
エ
ン
が
「
奏
し
て
年
老
を
稽
し
、
長
子
班
丹
監
釧
を
以

っ
て
代
え
る
を
請
う
。
帝
其
の
請
に
従
わ
ず
、
市
れ
ど
も
其
の
子
に
授
け
て
都
指

揮
使
と
矯
す
。
」
と
す
る
。
だ
が
こ
れ
は
正
統
六
年
(
一
四
四

こ

の
出
来
事
の
は
ず
で
あ
る
。
『
明
賓
録
」
正
統
六
年
四
月
辛
卯
僚
に
は
、
霊

裁
濯
頂
園
師
賛
善
王
晴
葛
監
裁
及
采
甘
衛
都
指
揮
使
司
大
小
頭
目
人
等
へ
の
勅
識
が
全
文
に
わ
た
り
引
用
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は

『明
史
」
の

載
せ
る
所
と
符
合
す
る
。
『
明
貫
録
』
正
統
一

O
年

(
一
四
四
五
)
六
月
庚
申
僚
に
は
、
ま
た
霊
裁
濯
頂
園
師
賛
善
王
楠
葛
監
戴
巴
戴
卜
の
姪
班

と丹
な監
る剖
の へ
をの
許詔
し勅
た全
事文
をが
詳引
速い
すて
る記あ
O~ り

ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

ツ
ェ
ン
が
叔
父
の
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
に
代
わ

っ
て
霊
菰
濯
頂
国
師
賛
善
玉

な
お

『明
賓
録
」
正
統
六
年
四
月
と
正
統
一

O
年
六
月
爾
僚
の
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
が
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
の

長
子
、
甥
で
あ
る
と
し
て

E
い
に
矛
盾
し
て
い
る
が
、
明
朝
廷
が
法
王
や
数
王
に
封
じ
た
の
は
み
な
借
で
あ
る
と

い
う
事
賓
及
び
リ
ン
ツ

ア
ン

一
族
の
「
叔
甥
相
績
」
の
慣
例
を
考
え
る
と
、

ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

ツ
ェ
ン
は
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
長
子
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
甥
で
あ
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る
べ
き
で
あ
る
。

『明
賓
録
」
正
統
一

O
年
六
月
庚
申
僚
に
載
せ
る
霊
戴
濯
頂
園
師
賛
善
玉
南
葛
監
蔵
巴
戴
卜
佳
班
丹
監
祭
へ
の
勅
書
に
は
、

彼
は
「
克
承
党
敬
、
協
守
見
奈
」
と
あ
り
、
賜
っ
た
櫨
品
中
に
も
ま
た

「
僧
帽
、
袈
裟
、
法
器
等
件
」
が
あ
り
、

ベ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
が

信
と
し
て
賛
善
王
の
位
を
縫
い
だ
事
を
明
白
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
明
ら
か
に
分
か
る
の
は
、
明
の
封
じ
た
賛
善
王
は
決
し
て

み
な
が
借
入
で
は
な
い
し
、
彼
ら
の
う
ち
に
は
確
賓
に
親
の
後
縫
ぎ
で
か
つ
采
甘
衛
都
指
揮
使
に
な
り
得
た
も
の
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
質
善
玉
、ダ
ク
パ
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
の
子
、
鎖
南
監
戴
が
乃
木
甘
都
司
都
指
揮
使
に
な
っ
た
の
は
ま
さ
に
一
例
で
あ
る
。
だ
か
ら

あ
る
い
は

ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
は
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
の
子
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
が
ナ
ム
カ

1

ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
の
子
か
甥
で
あ

っ
た
の
か
、

い
ず
れ
に
せ
よ
と
に
か
く
彼
は
正
統
一

O
年
に
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に
代
わ
っ
て
賛
善
王
と

な
っ
た
の
で
あ
り
、
『
明
賓
録
』

の
正
統
二
二
年
(
一
四
四
人
)
、
景
泰
三
年
(
一
四
五
二
)
、

五
年
ご
四
五
四
)
、
成
化
一
二
年
(
一
四
七
六
)
各

僚
に
は
、
賛
善
王
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
ェ

ン
が
使
を
遣
わ
し
て
入
貢
し
た
と
い
う
明
確
な
記
載
が
あ
る
の
で
あ
る
。



「
霊
威
賛
善
王
楠
葛
堅
参
巴
戴
卜
」
の
名
が
ま
た
『
明
貫
録
』
弘
治
七
年
(
一
四
九
四
)
二
月
発
亥
僚
に
も
現
れ
る
が
、
彼
は
遅
く
と
も
弘

治
二
ハ
年
(
一
五
O
三
)
に
は
死
ん
で
お
り
、
正
徳
二
年
(
一
五
O
七
)
そ
の
職
を
繕
い
で
賛
善
王
と
な
っ
た
の
は
そ
の
弟
、
端
竹
堅
答
で
あ
っ

(
幻
)

て
、
も
は
や
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
甥
子
で
は
な
か
っ
た
の
は
、
興
味
深
い
。
賛
善
王
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
一
族
の
継
承
権
も
ま
た

そ
の
叔
父
一
族
の
手
中
に
掃
し
た
の
だ
。
さ
ら
に
甚
だ
し
き
は
、
『
明
賓
録
』
成
化
三
年
(
一
四
六
七
)
七
月
丁
亥
僚
に
、
「
霊
戴
の
借
塔
見
巴

(
犯
)

堅
祭
に
命
じ
て
襲
封
し
賛
善
王
と
鴬
す
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
塔
児
巴
堅
祭
H

タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
(
叶

E
H
E
認
可
巳

S
Z
Eロ
)
は
明
ら
か

に
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
、

ベ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
と
い
う
叔
父
甥
の
二
賛
善
王
と
直
接
の
親
属
関
係
は
全
く
無
く
、
リ
ン
ツ
ア

ン
一
族

中
の
別
の
一
族
、

つ
ま
り
リ
ン
ツ
ア
ン
王
あ
る
い
は
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
一
族
と
稀
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
つ
い
て
は
後
、
症
す
る
。
事
賓

上
、
タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
が
存
命
し
賛
善
王
で
あ
っ
た
時
、
明
ら
か
に
ド
カ
ム
の
地
に
は
同
時
に
二
人
の
、
更
に
は
三
人
の
賛
善
王
が
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
明
賓
録
』
成
化
一
二
年
(
一
四
七
六
)
八
月
戊
寅
僚
に
は
、
「
烏
思
戴
賛
善
王
班
丹
堅
千
」
が
使
を
遣
わ
し
て
入
貢
し

(

川
出

)

た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
が
賛
善
玉
と
な
っ
て
か
ら
十
年
ほ
ど
後
に
お
い
て
も
、
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
が
な
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お
賛
善
王
で
あ
っ
た
の
だ
。
な
お

『明
賓
録
』
弘
治
九
年
(
一
四
九
六
)
六
月
甲
申
僚
に
は
、
「
西
番
賛
善
王
香
借
笥
掛
星
吉
を
遣
わ
し
、
霊

(
M
N
)
 

歳
費
善
王
番
信
端
竹
等
を
遣
わ
し
来
貢
し
、
宴
並
び
に
総
段
衣
服
等
物
を
賜
う
こ
と
例
の
如
し
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
西
番
賛
善
王
は
タ
ル

パ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
を
さ
す
が
、
霊
戴
賛
善
王
は
ベ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
で
は
な
く
、
ナ
ム
カ

l
ギ
ェ
ル

ツ
エ
ン
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
何
故

な
ら
こ
の
前
雨
年
に
、

『明
賓
録
』
に
「
霊
戴
賛
善
王
晴
葛
堅
参
巴
裁
卜
」
が
使
い
を
遣
わ
し
入
貢
し
た
と
い
う
記
載
が
現
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
様
に
何
人
か
の
賛
善
王
が
並
存
す
る
と
い
う
朕
況
が
出
現
し
た
原
因
は
、
賛
善
王
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
と
明
朝
廷
の
関
係
が
悪
化

し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
『
明
賓
録
」
景
泰
六
年
(
一
四
五
五
)
七
月
壬
寅
僚
に
は
、
濯
頂
園
師
賛
善
王
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
「
屡
ば
人
臣

を
遣
わ
し
入
貢
し
、
食
茶
坐
船
康
給
を
求
む
る
も
、
未
だ
允
賜
を
蒙
ら
ず
」
の
で
、
「
遁
民
悪
を
矯
す
も
、
臣
以
っ
て
禁
阻
し
瞥
い
と
し
て
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朝
廷
を
脅
そ
う
と
し
た
、
と
あ
る
。
景
泰
七
年
(
一
四
五
六
)
一
一
月
壬
寅
僚
に
も
ま
た
、
「
賛
善
玉
班
丹
堅
剖
等
私
か
に
箪
器
を
造
り
、
虜
冠
と
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交
通
し
て
、
陰
謀
未
だ
測
ら
ず
」
と
載
せ
る
。
賛
善
玉
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に
封
す
る
不
満
と
防
範
か
ら
、
明
朝
も
「
多
封
衆
建
」
と
い

う
常
套
手
段
を
用
い
て
、
既
に
老
齢
を
も
っ
て
引
退
を
表
明
し
た
賛
善
王
ナ
ム
カ

i
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
を
改
め
て
招
き
出
し
て
再
度
任
じ
た
の
み

か
つ
ま
た
リ
ン
ツ
ア
ン

一
族
の
う
ち
別
支
に
属
す
る
タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
を
同
時
に
賛
善
玉
に
封
じ
、
賛
善
王
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル

な
ら
ず
、

ツ
エ
ン
の
勢
力
を
分
化
、
瓦
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。

夕
、
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
論
文
中
に
列
摩
さ
れ
た
リ
ン
ツ
ア
ン
の
王
統
(
の
r
口
問
聞
こ
m
苫
ご
与
印
)
は
、
明
ら
か
に
後
世
に
言
う
リ
ン
ツ
ア
ン
土

司
家
族
の
世
系
で
あ
り
、
先
ほ
ど
述
べ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
賛
善
王
は
、

タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
以
外
は
こ
の
王
統
世
系
中
に
は
全
く
み
え
な
い
。

事
賞
、
彼
ら
と
賛
善
王
は
決
し
て
同
一
支
族
に
は
属
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
最
近
ま
で
デ
ン
コ
ク
の
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
家
に
私
裁
さ
れ
て
い

た
明
宣
徳
五
年
「
救
論
染
甘
衛
行
都
指
輝
使
司
星
吉
見
監
毅
詰
命
」
が
、
い
わ
ゆ
る
リ
ン
ツ
ア
ン
王
ま
た
は
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
が
明
代
采
甘
衛

(
m別
)

行
都
司
都
指
揮
使
の
一
族
と
そ
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
し
、
明
代
に
お
け
る
世
系
停
承
も
ま
た

『明
賓
録
』
に
詳
し
く
見
え
る
。
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夕
、
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
リ
ス
ト
中
の
第
五
十
代
リ
ン
ツ
ア
ン
王
「
士
司
サ
ン
ギ
ェ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
」

(
b
t
N
ω
自
問
的
調
苫
:
雪
印

-
s
z
Zロ)

は
明
ら
か
に
永
楽
四
年
二
月
に
染
甘
街
行
都
司
都
指
揮
使
に
封
ぜ
ら
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
笥
思
木
の
頭
目
で
あ
る
撤

【
撒
】
力
加
監
戴
ま
た
は
桑

爾
結
監
裁
と
稽
す
る
も
の
で
あ
る
。
宣
徳
五
年
五
月
庚
成
、
撒
力
加
監
裁
は
年
老
に
て
致
仕
す
る
を
乞
い
、
朝
廷
は
許
し
そ
の
子
星
吉
見
監
戴

を
も
っ
て
代
え
た
。
明
朝
廷
は
こ
の
年
に
星
吉
見
監
戴
に
詰
命
を
賜
い
、
彼
の
「
職
を
替
え
染
甘
行
都
指
揮
使
司
指
揮
使
と
篤
」
し
た
。
星
吉

児
監
裁
と
は
、

チ
ベ
ッ
ト
語
セ
ン
ゲ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン

3
2
m
問
。
円
四
苫

-
s
z
Eロ
)
の
音
語
で
、

夕、ン

・
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
リ
ス
ト
で
は
サ
ン
ギ

ェ
!
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
の
子
、
第
五
一
代
リ
ン
ツ
ア
ン
王
都

【
指
揮
】
使

U
R
む

ω巾
高
官
H

雪
印
-
B
Z
Eロ
で
あ
る
。
セ
ン
ゲ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に

は
四
人
の
子
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
五
二
代
リ
ン
ツ
ア
ン
王
都

【
指
揮
】
使
テ
ン
ジ
ン
イ
エ
シ
エ

(
b
R
h
N
Z
叶
g
d
N
5
苫

ろ
2
)
、
の
}
戸
巾
ロ
旬
。

E白
m
e
E問
、
賛
普
王
タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
(
口

SMrHDm
“自
問

43口
問
叶

r
R
E
a苫
]
日

Z
Eロ
)、

蔦
戸
長
オ
エ
セ
ル
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
(
ま
コ

丸
、

s
-o
ι
N
2
円四百

]5
5
2
)
で
あ
る
。
そ
の
内
の
タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
成
化
三
年
に

「襲
封
し
て
賛
善
王
と
篤
す
」
と
い
う
が
、
賓
際

に
は
タ
ル
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
決
し
て

「
襲
封
」

し
た
の
で
は
な
く
、
リ
ン
ツ
ア
ン
王
の
一
族
で
賛
善
王
に
封
じ
ら
れ
た
の
は
タ
ル
パ
ギ
エ
ル



ツ
エ
ン
た
だ
一
人
だ
け
な
の
で
あ
る
。
な
お
夕
、
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
リ
ス
ト
の
リ
ン
ツ
ア
ン
世
系
で
は
、
都
指
簿
使
テ
ン
ジ
ン
イ
エ
シ
エ
の
子
、

カ
ル
マ
・
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン

(
E
5
2雪印
-
B
5
8
)
と
そ
の
子
、
第
五
三
代
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司
ツ
ェ
リ
ン
・
夕
、
ン
(
叶
印

Z
5
m
F
S
ωFEm

[
帥

y
-
ω
]
)

も
ま
た
都

【
指
揮
】
使
の
稽
競
を
擁
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
名
は

『明
賓
録
』
中
に
は
見
え
な
い
。

リ
ン
ツ

ア
ン
一
族
が
明
代
に
お
い
て
任
じ
た
職
位
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
確
か
に
染
甘
街
行
都
指
揮
使
で
あ
り
、
こ
れ
は
疑
い
な
く
染
甘

街
の
最
高
行
政
長
官
で
、
そ
の
地
位
は
お
よ
そ
元
代
の
采
甘
思
宣
慰
使
都
元
帥
と
同
じ
で
あ
る
。
明
代
の
職
官
制
度
を
み
る
と
、
行
都
指
揮
使

し
た
が

は
朝
廷
の
二
品
官
で
あ
り
、
「
都
司
は
一
方
の
軍
政
を
掌
り
、
各
の
其
の
衛
所
を
率
い
て
以
て
五
府
に
隷
し
、
兵
部
に
聴
う
。
」
と
あ
る
。
行

都
指
揮
使
司
の
設
官
は
都
指
揮
使
司
と
同
じ
で
、
行
都
指
揮
使
一
人
、
正
二
品
、
都
指
揮
同
知
二
人
、
従
二
品
、
都
指
揮
余
事
四
人
、
正
三
品

(
回
目
)

を
設
け
る
。
烏
思
載
、
采
甘
衛
指
揮
使
司
は
初
め
洪
武
六
年
二
月
に
置
か
れ
、
洪
武
七
年
七
月
「
彼
方
は
地
虞
く
民
調
く
、
重
鎮
を
立
て
之
を

治
め
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
恩
威
を
宣
怖
せ
ん
と
慮
」
り
、

よ
っ
て
「
命
じ
て
西
安
行
都
指
揮
使
司
を
河
州
に
於
い
て
立
て
、
其
の
染
甘
、
烏
思

(
鈎
)

蔵
も
亦
た
陸
し
て
行
都
指
揮
使
司
と
鴬
し
、
銀
印
を
頒
授
」
し
た
。
こ
の
西
安
、
采
甘
、
烏
思
戴
三
つ
の
行
都
指
揮
使
司
の
職
能
、
地
位
は
明

ら
か
に
元
代
に
設
け
た
西
番
三
遁
宣
慰
使
司
と
お
お
よ
そ
似
て
お
り
、
異
な
る
の
は
、
元
代
西
番
三
這
宣
慰
司
は
直
接
に
中
央
の
宣
政
院
に
直

属
し
て
い
た
が
、
明
代
の
染
甘
、
烏
思
戴
二
衛
行
都
指
揮
使
司
は
賓
際
に
は
西
安
行
都
指
揮
使
司
つ
ま
り
隈
西
都
司
の
節
制
を
受
け
、
こ
こ
に

チ
ベ

ッ
ト
地
域
の
特
別
行
政
直
と
し
て
の
地
位
は
元
代
に
比
べ
一
段
弱
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
代
の
西
番
三
這
宣
慰
司
が
な
お
一
行
省
の

地
位
に
相
嘗
す
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
な
お
の
こ
と
明
代
の
三
衡
行
都
指
揮
使
司
は
陳
西
、
四
川
都
司
【
行
省
】
轄
下
の
領
土
の

一
部
分

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
明
賓
録
」
中
に
常
に
「
陳
西
河
州
」
、
「
四
川
烏
思
戴
」
な
ど
の
類
の
表
現
が
見
え
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
そ
の
誼

例
で
あ
る
。
こ
れ
と
相
醸
し
て
、

リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
も
ま
た
「
烏
思
裁
霊
裁
賛
善
玉
」
、

「
陳
西
桃
州
霊
戴
賛
善
王
」
、
「
侠
西
外
夷
霊
戴
賛
善

王」、

「
西
番
賛
善
王
」
等
と
様
々
に
相
僻
さ
れ
て
い
る
。
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賛
善
王
と
い
う
位
が
決
し
て
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
中
の

一
枝
の
濁
占
物
で
は
な
く
、
同
時
に
幾
っ
か
異
な
る
支
系
の
賛
善
玉
が
存
在
し
て
い
た

の
と
同
じ
く
、
乃
木
甘
衡
行
都
指
揮
使
と
い
う
職
も
ま
た
リ
ン
ツ
ア
ン
土
司

一
族
の
み
が
任
じ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
同
時
に
何
人
も
の
、
リ
ン



686 

ツ
ア
ン
一
族
出
身
の
異
な
る
支
系
の
成
員
が
任
じ
る
と
い
う
現
象
が
出
現
し
た
。
染
甘
衡
が
初
め
設
け
ら
れ
た
時
、
鎖
南
冗
即
爾
が
指
揮
同
知

と
な
っ
た
だ
け
で
、
ま
だ
都
指
揮
使
は
な
い
。
『
明
貫
録
』
中
最
も
早
く
に
言
及
さ
れ
る
染
甘
衛
都
指
揮
使
は
、
初
代
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
ダ

ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
兄
、

ト
ウ
ォ
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
で
あ
り
、
彼
は
洪
武
中
に
率
先
し
て
朝
貢
し
采
甘
衡
都
指
揮
使
の
職
を
授
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
弟
、

ダ
ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
が
暫
ら
く
そ
の
職
を
代
理
し
た
。
永
柴
田
年
二
月
壬
寅
、
ダ
ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
が
霊
戴
濯
頂
園

師
に
封
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
街
思
木
の
頭
目
、

つ
ま
り
リ
ン
ツ
ア
ン
王
サ
ン
ギ
ェ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
に
染
甘
衡
行
都
司
都
指
揮
使
が
授
け
ら

れ
た
。
次
の
年
、
ま
た
ト
ウ
ォ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
子
、

ゴ
ン
ジ
ヨ
の
頭
目
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
及
び
阿
屑
領
占
に
命
じ
て
共
に
采
甘
行
都

指
揮
使
司
都
指
揮
使
と
矯
し
、
阿
卓
南
葛
領
占
と
リ
ン
ツ
ア
ン
の
頭
日
銀
南
斡
暦
を
都
指
揮
余
事
と
し
た
。
こ
の
時
、

サ
ン
ギ
ェ

1
ギ
エ
ル
ツ

エ
ン
も
ま
た
や
は
り
都
指
揮
使
の
位
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
サ
ン
ギ
ェ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
の
子
、

セ
ン
ゲ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
宣
徳
五
年
に
采

甘
行
都
指
揮
使
の
位
を
縫
ぎ
、
そ
し
て
正
統
六
年
に
賛
善
王
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
が
老
齢
を
理
由
に
息
子
を
も
っ
て
位
を
縫
が
せ
る
の
を

別
支
族
に
で
も
ま
た
阿
努
、
軟
努
巴
父
子
が
相
次
い
で
采
甘
衛
都
指
揮
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
明
賓
録
』
宣
徳
五
年
(
一
四
三
O
)
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諸
問
、
っ
た
時
、
明
朝
廷
は
ま
た
そ
の
二
子
に
都
指
揮
と
都
指
揮
余
事
の
職
を
授
け
た
。
し
か
し
宣
催
、
正
統
年
聞
に
は
、
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
中
の

八
月
辛
巳
僚
に
は
采
甘
衛
故
指
揮
使
阿
奴
と
そ
の
子
、
軟
努
巴
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
正
統
五
年
三
月
乙
卯
僚
に
も
ま
た
霊
戴
指
揮
軟
奴
巴
が

言
及
さ
れ
る
。
采
甘
街
都
指
揮
と
い
う
職
も
ま
た
こ
の
一
家
に
て
世
襲
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
明
代
の
慣
例
で
は
、
行
都
指
揮
使
司
は
都

指
揮
使
一
人
の
み
を
設
け
る
の
で
あ
っ
て
、
「
又
都
衛
は
方
面
を
節
制
し
、
職
甚
だ
重
き
に
係
る
を
以
っ
て
、
朝
廷
の
選
揮
陸
調
に
従
い
、
世

襲
を
許
さ
ず
」
(
『
明
史
』
巻
七
六
、
職
官
志
五
)
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
凡
そ
都
司
は
並
び
に
流
官
、
或
い
は
世
官
を
得
、
歳
ご
と
に
撫
・
按
其

の
賢
否
を
察
し
、

五
歳
に
て
軍
・
政
を
考
選
し
て
之
を
麿
置
」
(
同
前
)
す
る
。
し
か
し
、
染
甘
衛
行
都
指
揮
使
司
に
は
同
時
に
複
数
の
都
指

海
使
が
出
現
し
た
だ
け
で
な
く
、
行
都
指
揮
使
の
職
も
ま
た
リ
ン
ツ
ア
ン
王
一
族
の
別
支
系
に
て
世
襲
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
前
述
の
明
宣
徳
五

年
皇
帝
教
諭
采
甘
衡
行
都
指
揮
使
司
星
吉
見
監
戴
襲
其
父
職
矯
都
指
揮
詰
命
、
お
よ
び
阿
努
と
軟
努
巴
父
子
が
相
次
い
で
都
指
揮
と
な
っ
た
の

が
ま
さ
し
く
誼
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
制
の
常
例
と
は
違
っ
て
お
り
、
見
た
と
こ
ろ
采
甘
衡
都
指
揮
使
司
は
元
朝
の
三
遁
宣
慰
司
と
同
様
に
特



別
地
域
の
み
が
所
有
す
る
特
権
を
多
く
享
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
采
甘
衛
行
都
指
揮
惇
司
は
染
甘
思
宣
慰
司
、
乃
木
甘
思
、
采
甘
臨
答
、
染
甘
丹
、

(
瑚
〉

采
甘
倉
糖
、
乃
木
甘
川
、
磨
見
勘
の
六
招
討
司
、
沙
児
可
、
乃
竹
、
羅
思
端
、
列
思
麻
の
四
省
内
戸
府
及
び
一
七
の
千
戸
所
を
管
轄
し
て
お
り
、
そ

れ
が
明
代
に
お
け
る
ド
カ
ム
の
最
高
地
方
行
政
長
官
の
地
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
無
い
の
だ
。

齢

論

明
代
に
封
じ
ら
れ
た
法
王
、
数
王
、
圏
師
、
西
天
悌
子
の
競
は
、
「
悉
く
給
う
に
印
詰
を
以
っ
て
し
、
之
に
世
襲
を
許
し
、
互
つ
歳
ご
と
に

一
た
び
朝
貢
せ
し
む
」
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
が
た
だ
諸
衡
の
倍
、
土
官
に
輿
え
ら
れ
た
寧
競
に
す
ぎ
な
く
、
そ
れ
が
決
し
て
正
式
に

明
代
の
職
官
制
度
に
入
っ
た
こ
と
は
無
く
、
巌
密
に
言
え
ば
彼
ら
は
朝
廷
の
命
官
で
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
法
王
、
数
王
及
び
濯
頂
大
国
師
が
往
往
に
し
て
、
朝
廷
の
命
官
に
は
及
、
び
ょ
う
の
無
い
地
位
と
権
力
を
享
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
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具
程
的
に
賛
善
王
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
地
位
は
ま
た
明
ら
か
に
正
二
品
の
采
甘
衡
行
都
指
揮
使
よ
り
高
い
よ
う
だ
。
賓
際
初
代
賛
善
王
ダ

ク
パ
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
と
二
代
目
ナ
ム
カ

l
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
均
し
く
采
甘
行
都
指
揮
使
よ
り
賛
善
王
の
位
に
昇
任
し
て
お
り
、
前
述
の
通
り
ナ

ム
カ

1
ギ
エ
ル
ツ
エ
ン
は
長
子
に
王
爵
を
綴
が
せ
よ
う
と
し
て
明
朝
廷
の
拒
絶
に
遇
う
が
、
そ
の
子
が
都
指
揮
に
封
ぜ
ら
れ
る
の
は
准
さ
れ
て

い
る
。
明
の
詔
令
に
も
ま
た
「
教
諭
霊
戴
濯
頂
園
師
賛
善
王
晴
葛
監
戴
及
采
甘
衛
都
指
揮
使
司
大
小
頭
目
人
等
日
」
と
檎
し
、

『明
賓
録
』
弘

(
肌
)

治
七
年
二
月
発
亥
僚
に
も
「
賛
善
王
下
都
督
指
揮
公
恰
堅
参
巴
戴
卜
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
す
べ
て
賛
善
王
の
地
位
が
采
甘
行
都
指
揮
使
よ
り
も

高
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
賛
善
王
は
治
内
の
信
、
土
官
の
た
め
、
朝
廷
に
官
競
、
封
賞
を
奏
請
し
え
た
。
賛
善
王
と
采
甘
衡
行
都
指
揮
使
は

そ
れ
ぞ
れ
直
接
に
使
を
遣
わ
し
て
定
期
的
に
明
朝
廷
に
進
貢
し
、
こ
の
他
に
も
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
そ
の
他
支
系
の
信
、
頭
領
も
ま
た
直
接
に
明

朝
廷
に
進
貢
し
、
軍
濁
に
封
賞
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
の
下
の
信
で
圏
師
の
格
競
を
得
た
者
は
本
嘗
に
多
く
、
明
朝
廷
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も
ま
た
詰
命
を
分
賜
し
て
い
る
。
例
え
ば
正
統
一

一一一年

(
一
四
四
八
)
五
月
丁
酉
に
は
「
礎
部
奏
す
ら
く
、
烏
思
戴
濯
頂
園
師
賛
善
王
人
を
遣

(m) 

わ
し
奏
し
て
番
信
縛
吉
堅
祭

(20こ
き
お
百
一

g
g
吉
田
)
を
保
し
て
謹
頂
弘
慈
妙
策
大
圏
師
と
矯
さ
ん
と
す
-
、
ま
た
成
化
一

O
年

(
一
四
七
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一
一
一
月
乙
酉
に
は
、

「
霊
磁
賛
善
王
の
遣
わ
し
進
貢
す
る
所
の
鵡
師
桑
見
結
戴
卜

(ω
白
ロ
切
符
可

g
z
g加
古

O
)

を
陸
し
て
園
師
と
震
し
、
並

(
問
)

び
に
詰
命
印
信
を
給
う
」
、
と
い
い
、
嘉
清
三
四
年
(
一
五
五
五
)
六
月
二
九
日
に
は

「
番
僧
管
著
堅
径
の
霊
戴
賛
善
王
下
、
己
故
濯
頂
園
師
結

(

山

肌

)

瓦
裁
の
佳
信
用
る
有
り
、
詰
命
を
受
け
、
乃
叔
漣
頂
浮
修
康
輔
意
図
師
の
職
を
襲
う
を
命
、ず
」
と
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
明
朝
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い

四て
「
多
封
衆
建
」
政
策
を
採
用
し
、
「
初
め
、

太
租
西
香
の
地
庚
く
人
類
惇
な
る
を
以

っ
て
、
其
の
勢
を
分
け
其
の
力
を
殺
し
、
遺
患
を
矯
さ

ざ
ら
し
め
ん
と
欲
し
、
故
に
来
れ
ば
瓢
ち
官
を
授
」
(
『明
史
』
巻
三
三

て

酋
域
傍
一三

け
た
。
品
目
田
時
の
西
香
族
種
は
「
大
き
は
数
千
人
、
少
き

は
数
百
、
亦
た
歳
ご
と
に
一
た
び
奉
貢
す
る
を
許
し
、
優
す
る
に
宴
賛
を
以
て
す
」

(『
明
史
』
巻
一一
一一一
一O
、
西
域
博
二
)
と
あ
り
、
そ
し
て
そ
の

結
果
必
然
的
に
、
「
西
番
の
勢
い
盆
す
分
か
れ
、
其
の
力
盆
す
弱
く
、
西
陸
患
盆
す
寡
く
」
な
っ
た
。
「
成
組
に
治
び
、
盆
す
法
王
及
び
大
圏
師
、

西
天
悌
子
等
を
封
じ
、
穂
相
化
導
し
て
以
て
共
に
中
園
を
寧
ば
し
め
、
以
て
故
に
西
腫
宴
然
た
り
、
終
に
明
世
番
冠
の
患
無
」
(
同
前
)
か
っ

た
。
明
代
治
戴
の
慣
例
を
み
る
と
、
「
国
家
西
香
を
撫
有
す
る
に
、
其
の
習
俗
に
因
り
て
其
の
族
属
を
分
け
、
其
の
渠
魁
を
官
し
、
給
す
る
に

一 104ー

金
牌
を
以
て
し
、

市
し
て
又
土
官
才
能
者
を
選
び
、
授
く
る
に
重
職
を
以
て
し
、
以
て
之
を
鎮
撫
す
。
是
を
以
て
数
十
年
間
番
夷
放
順
し
、
西

(
陥
)

陸
曇
然
た
り
」
と
あ
る
。

具
鵠
的
に
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
を
み
る
と
、
賛
善
玉
支
族
は
ま
さ
に
嘗
一
族
の
「
渠
魁
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

方
采
甘
衛
都
指
揮
使
を
占
め
た
支
族
と
は
、
選
ば
れ
る
を
得
た
「
土
官
才
能
者
」
で
あ
り
、
『
明
{
貫
録
」

で
は
采
甘
街
都
指
揮
使
サ
ン
ギ
ェ

l

ギ
エ
ル

ツ
エ
ン
を
栴
し
て
笥
思
木
の
頭
目
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
多
封
衆
建
政
策
に
よ
り
、
元
来
強
盛
で
あ

っ
た
西
番
族
は
だ
ん
だ
ん
と
分
化、

解
健
さ
れ
て
そ
の
力
を
失
っ
て
い
き
、
最
後
に
は
取
る
に
足
ら
ぬ
小
土
司
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
清
末
、
改
土
蹄
流
の
時
代
に
至
り
、
林
恵
土

司
は
明
代
采
甘
衡
都
指
揮
使
の
一
族
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
論
落
し
て
白
利
土
司
轄
下
の
一
土
百
戸
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

そ
の
衰
亡
の
歴
史
を
追
及
す
る
な
ら
ば
や
は
り
明
代
の
多
封
衆
建
政
策
に
起
源
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
リ
ン

ツ
ア
ン
賛
善
王
支
族
の
明
以
後

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

今
明
代
中
戴
開
係
史
を
論
ず
る
も
の
は
一
般
に
明
代
に
お
け
る
中
裁
開
の
往
来
は
主
と
し
て
明
代
早
期
、
特
に
、
氷
山
楽
期
に
費
生
し
た
と
考
え



る
。
賓
際
、
明
代
中
後
期
の
中
難
問
の
交
通
は
前
期
と
比
較
し
て
増
え
こ
そ
す
れ
滅
つ
て
は
い
な
い
。
明
代
の
中
戴
交
通
の
主
要
項
目
で
あ
る

朝
貢
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
代
後
期
に
来
朝
し
入
貢
し
た
番
信
の
数
は
、
造
か
に
明
初
を
超
え
る
。
『
明
賓
録
』
成
化
元
年
(
一
四
六
五
)
九
月

戊
辰
僚
に
は
、

櫨
部
奏
す
ら
く
、
宣
徳
(
一
四
二
六
|
一
四
三
五
)
、
正
統
(
一
四
三
六
|
一
四
四
九
)
聞
香
借
入
貢
三
、
四
十
鈴
人
に
過
ぎ
ず
、
景
泰

(
一
四

五
O
|
一
四
五
七
)
聞
に
起
数
漸
く
多
く
、
然
れ
ど
も
亦
た
三
百
人
を
過
ぎ
ず
。
天
順
(
一
四
五
七
l
一
四
六
四
)
開
遂
に
二
、
三
千
人
に
至

り
、
今
に
及
び
て
は
前
後
絡
縛
し
て
絶
え
ず
、
賞
賜
は
賞
ら
れ
ず
、
市
し
て
後
に
来
る
も
の
又
量
る
べ
か
ら
ず
。

(
雌
)

と
あ
る
。
『
明
賓
録
」

中
の
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
玉
及
び
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
の
支
系
と
明
朝
廷
の
や
り
取
り
に
閲
す
る
記
載
を
通
覧
す
れ
ば
、
リ

ン
ツ
ア
ン
と
明
朝
廷
の
往
来
が
洪
武
中
に
始
ま
っ
て
天
啓
六
年

(
一
六
二
六
)
に
終
わ
り
、

ほ
と
ん
ど
明
王
朝
と
終
始
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
者
間
往
来
の
内
容
も
ま
た
主
に
は
朝
貢
と
封
賞
で
あ
り
、
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
の
各
支
系
が
絶
え
間
な
く
使
者
を
朝
廷
に
遣
わ
し
進
貢
し
、
封
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授
、
賞
賜
を
請
い
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
朝
廷
も
ま
た
常
に
使
臣
を
リ
ン
ツ
ア
ン
に
遣
わ
し
撫
論
給
賜
し
た
。
明
朝
廷
は
来
朝
し
て
入
貢
す
る

者
に
封
し
て
そ
れ
ぞ
れ
十
分
に
手
厚
い
賞
賜
を
奥
え
た
の
で
、
番
王
は
し
ば
し
ば
使
臣
を
入
朝
さ
せ
て
明
朝
の
園
家
財
政
を
支
出
超
過
に
さ
せ
、

「
烏
思
菰
賛
善
、
間
数
、
開
化
、
輔
数
回
王
は
三
年

一
エ
貝
、
王
ご
と
に
使
を
遣
わ
す
こ
と
百
人
、
百
五
十
人
を
過
ぎ
ず
」
と
規
定
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
諸
法
王
、
数
王
が
往
往
に
し
て
そ
の
規
定
を
遵
守
し
な
か
っ
た
の
は
、

『明
{
貫
録
」
成
化
一
八
年
二
月
甲
寅
僚
に

種
部
奏
す
ら
く
、
烏
思
菰
番
王
進
貢
、
期
を
定
る
に
必
ず
三
年
を
以
っ
て
し
、
数
を
定
る
に
信
一
百
五
十
を
過
ぎ
ず
。
近
ご
ろ
賛
善
王
連

ね
て
二
次
巳
に
信
四
百
一
十
三
人
を
差
し
、
今
又
封
を
請
い
襲
を
請
う
を
以
っ
て
、

一
千
五
百
五
十
七
人
を
差
す
は
、
倶
に
倒
[
例
]
に

非
ず
、
宜
し
く
霊
く
阻
回
す
べ
し

(
即
)

と
あ
る
知
く
で
あ
る
。
使
者
の
数
の
多
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
明
一
代
に
あ
っ
て
、
リ
ン
ツ
ア
ン
と
明
朝
廷
の
閥
係
は
か
な
り
密
接
で

あ
っ
た
が
、
景
泰
年
間
の
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
の
時
に
危
機
が
生
じ
、
ペ
ル
デ
ン
ギ
エ
ル
ツ
ェ
ン
等
が
「
私
か
に
箪
器
を
造
り
、
虜
冠
と
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交
通
し
て
、
陰
謀
未
だ
測
ら
ず
」
と
言
う
者
も
あ
り
、
そ
の
理
由
は
「
屡
ば
人
臣
を
遣
わ
し
て
入
貢
し
、
食
茶
、
坐
船
、
農
給
を
求
む
る
も
、
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未
だ
允
賜
を
蒙
ら
ず
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
明
朝
廷
は
一
方
で
は
「
険
西
、
四
川
銀
総
兵
等
官
に
移
文
し
、
務
め
て
遅
備
を
整
筋
し
、
其

の
好
冗
を
防
ぐ
を
要
め
」
て
、
ま
た
一
方
で
は
「
の
お
教
を
賜
い
て
楠
一
臓
を
開
論
し
、
其
を
し
て
種
法
を
安
守
せ
し
め
、
小
人
誘
惑
し
て
非
を

鴛
す
を
聴
す
こ
と
母
か
ら
し
め
」
、
か
つ
別
に
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
の
他
支
系
の
一
員
を
賛
善
王
に
封
じ
、
そ
の
力
を
分
断
し
た
。
だ
か
ら
、
明

(
削
)

末
に
は
、
リ
ン
ツ
ア
ン
は
謹
患
を
成
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
朝
廷
の
番
王
に
釘
す
る
こ
の
よ
う
な
惜
し
み
な
い
封
賞
、
賞
賜
は
、
嘗
然
な

が
ら
喜
ん
で
布
施
し
よ
う
な
ど
と
い
う
気
持
か
ら
で
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
明
確
な
政
治
目
的
が
あ
り
、
封
賞
を
得
た
番
王
が
遁
境
を
守
護

す
る
こ
と
を
狙

っ
た
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

「庚
く
悌
数
を
布
し
、
群
迷
を
化
導
し
、
か

一
方
の
人
を
し
て
、
成
な
矯
善
の
心
を
起
し
、
永

(
瑚
)

く
太
平
一
摘
を
享
け
し
む
」
の
で
あ
る
。
封
じ
ら
れ
た
番
王
は
「
敬
し
て
臣
職
を
修
め
、
番
夷
を
撫
化
し
、
以
て
報
稽
を
園
」
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
外
に
、
ま
た
朝
廷
の
矯
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
「
復
た
騨
姑
を
置
き
、
以
て
西
域
の
使
を
通
」
じ
、
か
つ
行
き
来
す
る
朝

(
山
)

廷
の
使
節
園
の
た
め
「
遁
里
費
を
給
し
、
且
つ
人
を
遣
わ
し
防
護
」
し
た
。
リ
ン
ツ
ア
ン
一
族
が
賛
善
王
に
封
じ
ら
れ
た
の
は
、
明
朝
が
そ
の

勢
力
に
よ
っ
て
中
裁
聞
の
騨
路
を
再
建
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
が
、
リ
ン
ツ
ア
ン
賛
善
王
及
び
采
甘
衛
都
指
揮
使
が
確
賓
に
、
四
騨
結
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の
た
め
に
奉
仕
し
、
騨
路
の
滞
り
な
き
交
通
を
保
障
す
る
と
い
う
義
務
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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1
)
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究
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(
6
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西
国
龍
雄

『
西
番
館
誇
語
の
研
究
一
チ
ベ
y
ト
言
語
拳
序
説
」

(京
都
一
松
香
堂
一
九
七
O
)
に
は
、
明
代
西
番
館
が
呈
し
た
リ

ン
ツ
7

ン
賛
普
王
の
来
文
二
週
、
西
番
館
来
文
第
二
四
競
賛
善
王
臣

遠
丹
戴
卜
護
奏
(
一
四
六
|
一
四
七
頁
)
、
西
番
館
来
文
第
二
七
競

霊
蔵
賛
善
王
下
刺
麻
臣
端
竹
也
舎
謹
奏
(
一
四
九
一
五
O
頁
)
を

収
録
す
る
。
別
に
、
明
宣
徳
五
年

(
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四
三
O
)
の
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皇
帝
勅
議
采

甘
街
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司
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吉
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が
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乃
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士
ロ
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思
u
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略
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園
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祭
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九
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五
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第
一
期
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四
一
頁

に
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る
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嘉
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。
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叩
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献
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(ω)
『
朗
氏
家
族
史
」
三
五
九
|
三
六
O
頁。

(
臼
)
『
ギ
ヤ
ン
ツ
エ
法
王
侍
』
七
頁
。
ま
た
夕
、
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
前
掲
論

文
八

O
三
頁
参
照
。

(臼
)

格
動
氏
は
、
「
デ
ル
ゲ
、
デ
ン
コ
ク
一
帯
で
の
最
大
の
勢
力
集
圃

は
局
開
設
に
あ
る
リ
ン
園
(
区
百
四
)
で
あ
る
。
リ
ン
園
は
吐
蕃
王
朝

が
崩
壊
し
た
後
に
起
こ
っ
た
部
落
集
園
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
遁
字

に
い
た
打
舎
王
国
を
滅
ぼ
し
、
進
ん
で
北
路
大
部
を
占
領
し
、
城
を

一
ア
ン
コ
ク
の
リ
ン
ツ
ア
ン
地
方
に
設
け
て
自
ら
「
嶺
班
波
」

{EH口
開

門ザ
O
ロ

司

O
U
}

と
得
し
て
お
り
、
賓
質
一
つ
の
部
落
集
園
で
あ
っ
た
。

後
に
衛
蔵
地
域
の
サ
キ
ャ
法
王
パ
ク
パ
が
元
朝
皇
帝
の
詔
に
感
じ
る

と
き
に
リ
ン
闘
を
通
れ
ば
、
リ
ン
圏
は
熱
心
に
接
待
し
、
そ
の
部
落

の
曾
長
は
「
嶺
甲
爾
布
」

{
2
5
m
認
可
巳
甘
O
}

に
封
じ
ら
れ
た
」
、

「
彼
ら
が
「
白
嶺
園
」
の
後
喬
で
あ
る
以
上
、
ま
た
チ
ベ

ッ
ト
化
し

た
古
え
の
白
蘭
莞
な
の
で
あ
る
。
」
と
言
う
。
格
勤
前
掲
一
九
八
八

年
書
三
九
四
l
三
九
五
頁
を
見
ょ
。
ま
た
、
同
書
三
九

一
|
三
九
八

頁
も
参
照
。
格
動
氏
は
同
書
に
て

『リ
ン
ツ
7

ン
土
司
世
系
」

crassh喝
、

hx~ミ
宮
な
る
書
に
言
及
す
る
が
、
具
健
的
な

出
慮
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
書
面
に
て
其
の

書
に
つ
き
尋
ね
た
が
、
現
在
そ
の
所
在
は
不
明
と
の
事
で
あ
っ
た
。

(
臼
)

『
河
州
志
」
巻
二
。
『
秦
漫
紀
略
」
巻

て

河
州
(
衡
)
像
、

三

九
頁
。

(
M
W
)

『
明
賓
録
」
一

O
一一「
一洞
宗
賓
録
」
巻
一
一
一
一
て

五
葉
(
二
四
三

九
頁
)。

(白
)
『
明
貧
録
』
正
統
五
年
(
一
四
四

O
)
一一一
月
乙
卯
傑
(
同
書
二
五

「
英
宗
貧
録
」
巻
六
五
、
五
葉
、
二
一
四
五
六
)
に
、
「
勅
鎮
守

河
州
衛
都
指
簿
同
知
劉
永
田
、
得
奏
言
烏
思
議
等
慮
番
使
巳
遁
人
護

迭
回
還
、
至
西
寧
街
木
地
方
、
散
於
丹
的
寺
等
族
寄
住
。
内
霊
裁
指

簿
軟
奴
巴

【
H
前
述
の
采
甘
衡
故
指
揮
使
阿
奴
子
若
奴
八
】
先
居
河

州
時
嘗
安
委
本
街
、
因
懐
#
官
級
品
、
指
腕
黄
河
水
凍
、
復
潜
逃
来
、
又
誘

温
速
里
民
王
掻
完
言
往
隊
西
都
司
告
給
俸
糧
。
慮
其
糾
合
諸
番
、
将

篤
漫
息
。
勅
至
、
爾
等
即
用
心
鰹
覆
。
若
番
使
の
在
彼
慮
安
分
守
己
、

聴
其
暫
佐
。
侠
遁
通
削
這
之
回
。
並
審
軟
奴
巴
若
止
因
懇
妻
逃
来
、

亦
可
就
彼
安
描
。
彼
慮
不
可
郎
同
其
妻
差
人
迭
京
。
如
有
窒
磁
、
亦

国
重
度
事
情
、
計
議
停
賞
、
具
奏
庭
置
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
る

に
、
こ
の
同
名
の
雨
族
は
何
か
深
い
開
係
が
あ
る
よ
う
だ
。

(

M

∞
)
ス
パ

l
リ
ン
ク
前
掲
一
九
八
九
年
論
文
八

O
頁
。

(
U
)

『
明
貫
録
」
三
「
太
租
賓
録
」
巻
六
O
、
四
葉
こ
一
七
三
)
。

(
mm
)

『
明
貧
録
」
四
「
太
租
賓
銭
」
巻
七
九
、
一
葉
(
一
四
三
七
)
。

(ω)
『
明
賓
銭
』
四
「
太
組
賓
録
」
巻
九
一
、

三
葉
(
一
五
九
五
)
、

洪
武
七
年
巳
卯
候
「
:
・
葱
命
立
西
安
行
都
指
揮
使
司
於
河
州
、
其
染

甘
、
烏
恩
裁
亦
陸
鴛
行
都
指
揮
使
司
、
頒
授
銀
印
、
の
賜
各
官
衣

物
。」。

(
叩
)

例
え
ば
明
朝
の
職
官
制
度
中
に
元
来
司
徒
の
封
競
は
無
い
が
、
し

か
し
永
繁
一
一
年
二
月
に
、
元
朝
の
例
に
な
ら
い
、
「
授
鎖
巴
頭
目

刺
都
宮
宵
、
掌
巴
頭
目
礼
巴
、
八
児
土
官
鎖
南
巴
、
仰
恩
都
巴
頭
目
公

葛
巴
等
倶
鴛
司
徒
」
と
あ
る
。
沈
術
後
「
明
封
司
徒
鎖
巴
頭
目
刺
答

宵
考
」
『
故
宮
挙
術
季
刊
』
第
一
七
巻
第

一
期
(
一
九
九
九
)
一

O

=
T一
三
六
頁
参
照
。

(n)
詳
し
く
は
「
漢
裁
史
集
」
二
九
六
|
三

O
四
頁
。
ま
た
ベ
テ
ッ
ク

前
掲
書
六
一
|
六
八
頁
も
参
照
。『
漠
裁
史
集
」
に
は
、
ゥ

・
ツ
7
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ン
、
ド
メ
l
、
ド
カ
ム
一
一一地
に
合
わ
せ
て
二
七
ケ
所
の
四
締
結
が
あ
る

と
す
る
が
、
「
経
世
大
典
・
祐
赤
』
に
は
「
烏
思
戴
等
除
小
姑
七
所

勿
論
、
其
大
姑
二
十
八
慮
。
」
と
記
す
。
チ
ベ
7
ト
、
漢
語
の
記
述

に
は
一
拍
の
差
が
あ
る
と
は
い
え
、

『経
世
大
典
』
中
に
リ
ス
ト
化

さ
れ
た
後
磁
四
大
騨
結
の
名
締
は

「漠
蔵
史
集
』
二
七

五

二

七

六

頁
中
に
リ
ス
ト
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
と

一
一
釣
懸
す
る
。
陳
度
英
、

祝

日
目
源
、
「
元
代
西
蔵
地
方
霧
姑
考
稼
」
『
西
蔵
民
族
向
学
院
皐
報
』
一
九

八
五
年
第
四
期
を
参
照
。

(η)

『元
史
』
巻
一
五
、

世
組
本
紀
。
沈
術
祭
前
掲

一
九
九
九
年
論
文

一
一
一

頁
参
照
。

(η)
詳
し
く
は

「漢
裁
史
集
』
二
七
六
|
二
七
七
頁
参
照
。

(
九
)

サ
キ
ヤ
パ
・
ソ
ナ
ム
ギ
L

ル
ツ
エ

ン

(ω
白印
}
《
可
白
宮
『
ω
D門戸

E
Z
G苫
一ヨ

5
2)
『西
蔵
王
統
記
』
、
c
v
b~
E
Fh
h
h
b~
F
Q
ご
若

宮
Hh
(北
京

一
民
族
出
版
社

一
九
八

一
)
一
一
一
一
一
頁
。
「ロ
Z

Z
『

一
白
認
可
ω
ヨ
O
F
N釦
4
}曲師
O
四印古川凶
-H
『
o
ι
E
C
D
『口白目的

r
可
Z
E
h吉
田
ω

σ
s
m
『門的釦門司
F
O
『
印
口
印
印
¥
『
E
m
F
F回
、
曲
目
印
唱
白
片
F
Z
F門山口口唱曲

四
円
】
開
牛
釦
口
問
¥
『
N白目間的百一司
O
門民間ロ一三
回
『『
r
o印
ヨ
白
『
『
NFぬ口問的」
。

(
九
)
任
乃
強
、
浮
旺
奪
吉
前
掲
論
文
一

一一一
六
|
一
四
六
真
、
特
に
一
四

一
頁
参
照
。

(
九
)
『
漠
犠
史
集
』
三
七
二
頁
。

(
け
)

陳
慶
英
「
元
朝
帝
師
八
思
巴
』
(
北
京
一
中
園
戴
印
字
出
版
枇

一

九
九
二
)
一

O
三
頁
参
照
。

(
沌
)
「
ω
Z
『
r
Z
J
m
-
H
口問問】

ι-uD
口
円
宮
口

r
『『
o
r
o
H
m苫
-
ヨ
Z

Z
ロ

刀白山四円目白ロ円山口
w口四日
¥
門同町】
O
ロ
ロ
r
o
口
¥
r
F
コ
ι
日uo
ロ
¥
円山内凶円白

r
F
h
w
n
F
0

2
。
-
g
r
ω

¢
N
E
目
出
ぷ
帥
門
戸
。
『
仏
印
四
『
ロ
ωヨ
ω
r
u、E
F
c
m
ι
Eロ開
ω
F
O
ロ

司
O

E
印O
間
的
司
白
J
印}ハ可
。
『
O
向山
己
ヨ
白

Z

F
帥
ロ日立
wE
m
ロ
ω印
-曲師
O
伺印

司白ぷ

印A凶
0
5
-
u
mw
関
口白ロ
m
N
r
E
m
E口問

S
口
問
問
問
自
O
印司
hw】
w
nF
O印片〕三

Z
E
ヨ
司
釦
『
ヨ
円
山
N白
ι
ロ曲師
¥
問。

噂]04
】品目】
D
ロ
n
F
2
H
.0
ι
N
2
ロ白ヨ

ヨ
r
r
白
-
目出印四
ι
白
口
問
『白
口
問
的
口
曲
師

T
F〕三一
D
N
Z
F
釦
間
印
ロ
ヨ
古
川
忠
可
白
『

z
r
g
z
h
u
Z
ω
四
Z

5
印」
。
夕
、
ン
・
ツ
エ
リ
ン
前
掲
論
文
八

O
五
頁

よ
り
鱒
引
し
た
。
類
似
の
記
述
は
ま
た
パ
ヲ
1

・
ツ
ク
ラ
ク
テ
ン
ワ

ι
司釦
d
r
o
m
z
c
m
-
a
B
5
ロ
間
宮
叫
「
賢
者
の
喜
宴
』

h
r
s
E
ご
b
a

b-
t
H
b
司
令
宮
町
達
『
九
YKH3AM
ヨ
h
』
「
ヨ
グ
呈
混
同

F
b
hha~Fh困、ι
九
『
ミ
丸
、
白

君
主
hh
E
ご叫同白切

h
s
wN
(北
京
一
民
族
出
版
耐

一
九
八
六
)
下
加
、

一

o
o
o
-
-
0
0
一
頁
に
見
え
る
。

(
刊は
)

タ
シ

・
ツ
エ
リ
ン
は
成
年
を
木
戊
の
年
と
正
確
に
計
算
し
て
い
る

が
、
そ
の
年
を
二
二
七
四
年
と
す
る
の
は
、
二
二
九
四
年
の
誤
植
の

は
ず
で
、
何
故
な
ら
大
賀
法
王
は

二
二
八
四
年
に
生
ま
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

(
加
)

『明
貫
録
」
一
一
一

「
太
宗
賓
録
」
巻
一

0
0、
三
葉

ご

三

O

七
)。

同
書

一
四
「
太
宗
貧
録
」
巻
二
四
七
、

一
|
一
一
葉
(
二
=
二

一
l
二)。

同
書

一
四
巻
二
五
六
、
一
葉
(
二
三
六
九
)
。

(
創
)
夕
、
ン

・
ツ
ェ
リ
ン
前
掲
論
文
七
九
八
、
八

一
一
頁
参
照
。

(
幻
)
『
明
史
』
巻
一
一
一
一
一
一
一
、
西
域
侍
三
、
烏
思
歳
、
に
は
、
ダ
ク
パ
ギ

ェ
ル
ツ
エ
ン
は
洪
照
元
年
に
死
に
、
よ
っ
て
そ
の
甥
の
ナ
ム
カ

l
ギ

エ
ル
ツ
エ
ン
は
闘
を
縫
い
で
賛
善
王
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。
し
か
し

『明
賓
録
」
中
に
は
宣
徳
二
年
夏
四
月
に
初
め
て
賛
善
王
ナ
ム
カ
l

ギ
エ
ル
ツ
エ

ン
に
吾
言
及
し
て
い
る
。
『
明
賓
銭
」
一

七
「
宣
宗
貧
銭
」

巻
二
七
、

二
葉

(
O七
O
二
)
参
照
。

(
幻
)
『
明
賓
録
』
五
九
「
孝
宗
賓
銭
」
巻
二

O
三
、
八
葉
(
三
七
八

-112ー
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五
)
。

(
制
)

『明
賓
録
』
六
二

「
武
宗
賓
録
」
巻
二
二
、

六
二
八
|
九
)
。

(
筋
)
贋
本
悶
本
『
明
賓
録
」
八
三
「
世
宗
賓
録
」
巻
二
八
一

録
校
勘
記
」

一
八
「
世
宗
賓
銭
校
勘
記
」
一
六
三
七
頁
)
。

(
鉛
)
「
明
貧
録
」一一一一
一一

「
墓
、
宗
貧
録
」
巻
七
回
、

一
六
葉
(
三
六

一

O
)
。

(
幻
)

『
明
賓
録
』

一
六
「
{
亘
{
雲
貫
録
」
巻
一
五
、
三
葉

(
O
三
九
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entered the results in ａ chart. Then, having confirmed their meaning of the word

you, ｌ analyzed what were the relationships between those termed you and the

writers, and what were the positions of each in local society. The following points

have been made clear by this analysis.

　　

First, with those whom were termed you, the writers maintained close long-

term relationships whether they were local people or ｏ伍cialsthere on assignment.

Calling someone you was never a frivolous matter.

　　

Secondly, the relationship between the people termed yθz4was often formed

between fellow students ｉ an academic setting and developed mutually thereafter.

The polemics conducted between yθ･usometimes caused alterationsin the thought

of one or the other party.

　　

Thirぷy, among these you, there often appear those who held no government

ｏ伍ce and those whose ancestors were not ｏ伍ce holders. However, there were

many from celebrated families who had builtup their status in local society, and

among these were some who had been bibliophilesand collectors of books for

generations.

　　

As ａ result of this analysis, Wenzhou during the Southern Song was region

that epitomized this trend, which was by no means limited to Wenzhou.

ON THE HISTORY OF THE GLING TSHANG PRINCIPALITY OF

　　　

MDO KHAMS DURING THE YUAN AND MING DYNASTIES

Weirong Shen

　　

The history of the Gling tshang principality, one of the eight religious princi-

palities in Tibet during the Ming dynasty, has attracted scholarly attention several

times in the past. However, there are many issues that remain obscure due to ａ

lack of sources. This article attempts to shed new light on these unresolved ques-

tions by employing new sources in the Ｍ緬ｇ Ｓｈｉｌｕ　andby comparing the Chinese

and Tibetan sources. Following a brief description of Gling tshang's location and

history, a detailed discussion is made on the real meaning of the phrase bod kyi

ｃＨｏｌｋｈａｇｓｕｍ，dpon chen in Tibetan historical sources and its relation to ｘifan

sα犯面O xuanwt?si in order to explain why the Gling tshang was chosen to be con-

ferred the status of ａ religious kingship by the Ming court. The conclusion of the

discussion suggests strongly that the Gling tshang had already enjoyed high status

and authority as mDo smぶzd dpon chen, possibly, i.e., the　ｍＤｏ　ｓｍｏｄｘｕａｎ　ｌｏｅtｓhi
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because of its close tie to Sa skya pa. The conferment of the Zan shan wane title

on the Gling tshang was merely one of numerous acts acknowledging the adminis-

trative order in Tibet, which had already been established by the Yuan dynasty･

Sources concerning the Gling tshang in the Ｍ伍ｇｓkill£revealthat the Gling tshang

enjoyed its prestigious status and various privileges continuously and maintained

its tributary relation to the Ming court through the entire period of the dynasty.

Its relationship with the Ming was neither always peaceful nor limited to the Tea-

Horse Trade. Also, other branches of the Gling tshang family in addition to tlie

Zan shan wane branch were also involved in the power plays of the Ming court.

These facts reflect the so-called divide-and-rule policy of the Ming dynasty to-

wards Tibet on the one hand and the eventual decline of the Gling tshang princi-

palityon the other.

PROHIBITION, PLANNING AND THE DEREGULATION OF ACCESS

　　　

TO NATURAL RESOURCES： THE DEVELOPMENT OF THE

　　　　

MOUNTAINOUS AREAS IN JIANGXI IN THE MID-QING

Ueda Makoto

　　

Various studies in recent years have indicated that the so-called ･‘prosperous

ａｇｅ”盛世of the mid-Qing of the 18th century was brought to ａ close by the eco-

logical limits of exploitation. In order to ｅχplore this issue historically, it is neces-

sary to clarify the perceptions of the people at the time of the ecological limits of

exploitation. The responses to the ecological limits of exploitation during the Qing

dynasty were shaped by three factors pulling in different directions, i.e., the pro-

hibition of access to natural resourcｅｓ,　ｆｅｎｇｊｉｎ封禁,the promotion of planned de-

velopment，　kaicai開探, and the deregulation of the prohibition to the access to

natural resources,　cHiitｎ馳禁.l have attempted to clarify the perceptual systems

that upheld arguments for each response and their relations to the methods of

administrative policy.

　　

The Tongtangshan 銅塘山dealt with in this article was called ａ“prohibited

mountain,” because access to its resources was prohibited during the Ming dynas-

ty in order to preserve public peace. The policy of prohibiting development was

carried on during the Qing. When the rule of emperor Qianlong commenced, even

the ｏ伍cials of the central government became conscious of the rise ｉ the cost of

food, and the planned development of natural resources began to be advocated｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－


